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　土が少しずつ積って山となるの謂です。微
細なものが累積して大きなものになることで、
学問も人格も小さな努力の積み重ねによって
立派なものになると譬えます。そこには風が
興って聖なる心が備わり、あるいは大樹が生
じて完成されます。 

　書作においては、平明で大らかな行書を心
掛けて書きました。土に点があるのは添え点
と言って特に意味はありません。山の第一画
目が複雑になっているのは、山の篆書から行
書体にしたもので、土も山も全体の変化に伴
う小技というところです。 
　　　　　　　　　　　　　　　　高木大宇 
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裏表紙 山内一豊・千代 紀行 
「長浜城主・山内一豊」 

市政の窓 ８ 
市政懇談会を開催します 
「新成人のつどい」企画・運営ボラ 
ンティアを募集します 
ふれ愛フリーマーケット出店者を 
募集します 
いわくらフリーマーケットを開催します 
基本健康診査・住民検診・歯科健康診査 
岩倉市ジュニアオーケストラ＆セントラル愛知 
交響楽団が岩倉駅コンサートを行います 
いきいき女性のフィットネス～産後 
リフレッシュ教室～ 
親子クッキング教室 
高齢者すこやかタクシー料金助成 
国民健康保険の異動の届け出をお忘れなく 
国民健康保険出産育児一時金の受 
領委任払い制度を始めます 
国民健康保険出産育児一時金が引 
き上げられます 
高額療養費の自己負担限度額が変 
わります 
人工透析の自己負担限度額が変わります 
新入学児童健康診断を行います 
市民ギャラリー情報 
消防観閲式 
就学援助制度 
私立高校等の授業料の一部を補助します 
防犯対策助成金交付制度をご利用ください 
無料耐震診断、耐震改修工事に補助します 
ご提供ください不要品 
浄化槽を正しく維持管理しましょう 
合併処理浄化槽を設置される人に 
補助金を交付しています 
指名競争入札結果 
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男女共同参画をめざして 
地域とのつながり 

平成１７年度に寄せられた「市民 
の声」をお知らせします 

「アトピー性皮膚炎」 

１７ 元気な農業を目指して 

「送りつけ商法」にご注意ください 

１８ 知っておきたい健康講座 

１９ 

２０ 

消費者トラブルに巻き込まれないために １９ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ３０ 

学校通信 
岩倉中学校 

３２ 

フォトニュース ３３ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド ２１ 

募集 ２３ 

講座・教室 ２５ 

相談・その他 ２５ 

手続き ２３ 

催し ２１ 

３ 

特集  
市民の皆さんによる検証を行いながら 

行政改革を推進しています 
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－人件費、経常経費、工事コストを3億2，109万円縮減－ 

※１　第２次岩倉市行政改革大綱 
　平成１１年２月に市民各層の代表・市議会議員の
代表・識見者そして職員からなる「岩倉市行政改革
検討委員会」を新たに設置し、概ね１年にわたり審
議を重ね、平成１２年３月に「第２次岩倉市行政
改革大綱（案）」の報告が出された。岩倉市では、
この（案）の主旨を尊重し、平成１２年５月に、３

つの基本事項、９つの主要事項からなる第２次岩倉
市行政改革大綱を策定した。 
 
※２　岩倉市行政改革検証委員会 
　公募委員を含む１０人の委員からなり、岩倉市の
行政改革の進捗状況について、公平かつ中立的な立
場で、毎年度、実績を検証する。 
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平成１７年度実績の検証結果 

検証結果報告の概要 

　今年度は、７月１４日から７月２８

日までの間に３回にわたり検証委員会

が開催され、岩倉市行政改革推進本部

（※３）から提出された平成１７年度

岩倉市行政改革集中改革プラン実績報

告についての検証が行われました。 

　検証結果は、報告書としてまとめら

れ、８月１７日に検証委員会から市長

へ報告されました。 

●人口は減少する一方で、団塊の世代が退職する時期を迎え、行政ニーズは増大していく。この変化に対応する

ためには、これまで以上に効率的な行財政運営が必要となってくる。 

●財政面においては、増加する扶助費や新たな行政需要を視野に入れ、投資的経費は可能な限り削減するなど歳

出抑制に努めるとともに、中長期的な財政計画の中で全体像を掌握することがこれまで以上に大切となる。 

●地方自治体には倒産がないのでややもすれば職員に危機管理意識が乏しくなる。総務省で自治体破綻制度の検

討が進められるなど、地方公共団体には倒産がないからと安易に構えてはいられない時代であることを認識し

なければならない。 

●行政改革を進める上で、民間委託は安いコストでよりよいサービスの提供ができる場合が多いので、これまで

進めてきた民間委託業務にとどまらず、学校給食、水道などの分野でも十分に検討してほしい。 

●これからの５年間は、団塊の世代の退職、消費税引き上げの検討など大きな転換期となるので、岩倉市行政改

革集中改革プランに基づき行政改革が着実に前進することを期待する。 

平成１７年度の実績全体について、検証委員会からは次のとおり意見をいただきました。 

総論 

※３　岩倉市行政改革推進本部 

　行政改革の実施のため、市長を本部長、助役を副

本部長とし、収入役、教育長及び各部長職の職員で

組織されたもの（なお、収入役は平成１７年７月

に廃止され、その事務を助役が兼掌しています）。 
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主な実績と検証結果 

●事務事業及び民間委託等検討委員会を３回、事務事業検討部会を８回開催し、報
告書を取りまとめ、これに基づく事務事業等の見直しを行った。 
●実施計画に計上している事業のうち３４事業を対象に、試行的に事務事業評価を
行った。 
●電子申請・届出システムについて、平成１８年４月１日から利用できる手続きを
拡大し、４０手続とすることとした。 
●施設予約システムについて、テニスコート、夜間照明施設などを平成１８年度中
に運用開始することとした。 

●色々工夫をして、事務事業の見直しを行い努力しているが、全体予算の事業規模
からは縮減額は小さいものとなっている。行政改革を前進する上で、財政の中長
期的計画の策定も視野に置くことも必要がある。 
●行政評価システム（※４）を本格的実施に移行する際には、２次評価として外部
の人による委員を入れるべきだと考える。また、全体事業を把握することが必要
である。 
●ＩＴを推進するためには、それなりの開発費が必要となるが、利用者の面からも
考えることが必要である。特に個人情報保護は当然であるが、利用しやすい仕組
みも考えていく必要がある。 

●事務事業及び民間委託等検討委員会を３回、民間委託等検討部会を４回開催し、
報告書を取りまとめた。 
●北小・南中夜間照明管理業務をシルバー人材センターへ委託した。 
●国民健康保険税の収納業務について、コンビニエンスストアへ私人委託した。 
●平成１８年度から学習等共同利用施設（８施設）と地域集会所（５施設）につい
て指定管理者制度（※５）を導入することとした。 

●実績報告書にいくつか民間委託した事業が記載されているが、事業の規模が小さ
いものが多い。他の自治体では、学校給食や保育の民間委託が進んでおり、一般
的には民間委託のほうが安いコストでより良いサービスが提供できる場合が多い
ため、民間委託の可能性がある業務は全て棚卸しして検討するべきである。 
●今後は、市の公の施設についての全体的な統一基準を定め、施設ごとに考え方を
整理して、どのように管理していくかの方向性を出す必要がある。 

岩倉市行政改革集中改革プランに基づく主な実績と検証結果については、次のとおりです。 

事務事業の再編・ 
整理、廃止・統合 

項　目 内　容 

民間委託等の推進 
（指定管理者制度 
の活用を含む） 

各論 

※４　行政評価システム 

　政策、施策、事務事業について、一定の基準をもって妥当性、達成度、成果などを判定するシステム。成果を

重視し、いかに住民満足度を向上させたかという観点で評価を行い、その結果を行政に反映させようとするもの。 

※５　指定管理者制度 

　条例で定められた手続に基づき、議会の議決により団体を指定し、公の施設の管理を一定期間その団体に行わ

せる制度。民間事業者、ＮＰＯ団体等の民間団体も指定管理者となることができる。 

主
な
実
績 

検
証
結
果 

検
証
結
果 

主
な
実
績 
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※６　地域手当 

　民間企業の給与が高い地域に勤務する公務員に支給する手当。これまでの調整手当に代わる手当で、調整手

当は生計費など考慮して支給地域が決められていたが、地域手当は民間賃金だけで支給地域を決めるため、地

域の民間給与水準とその地域に勤務する公務員の給与水準の均衡を図ることが目的とされている。 

※７　特殊勤務手当 

　著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他の著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とする

もの。自治体の条例で規定されており、税務手当、衛生手当などがある。 

●退職者補充に対する新規採用を抑え、パート職員で対応することとし、人件費の
抑制を図った（平成１８年４月１日現在職員数３９４人、前年度比１２人減）。 
●市民に分かりやすく、かつ、事務の合理化を図るため、係の再編を行った。 
●平成１７年７月６日から収入役を廃止し、その事務を助役が兼掌することとした。 

●自治体としては非常に努力しているが、正規職員の代わりにパート職員や再任用
職員を採用すれば、人件費の削減にはなっても、職員数そのものとしては、それ
ほど効果が出ないということもあるため、仕事の仕組みを変えていく努力も必要
である。 
●将来的には、目標に対する達成度が人事考課に反映されるという仕組みも考えて
いかなければならない。 
●団塊の世代の退職の時期を迎えるが、行政レベルが低下しないようしっかり事務
引継ぎがなされなければならない。 

●平成１７年人事院勧告に合わせて、勤勉手当の支給率・成績率を見直した。 
●通勤距離２ｋｍ未満及び徒歩通勤者の通勤手当を廃止した。 
●衛生手当を廃止した。 
●広報いわくら、市ホームページ等で人事行政の運営等の状況の公表（平成１７年
１２月１日）及び定員・給与等の公表（平成１８年３月２９日）を行った。 
●職員互助会に対する市負担金と職員掛金の割合を１：１．５から１：１とした。 
●職員研修基本計画に基づき、階層別研修、専門研修、特別研修、派遣研修等を実
施した。 

●地域手当（※６）について何も触れられておらず、引き続き１０％が支給されてい
ることは、大変遺憾である。段階的に国の基準である３％にしていくべきである。 

●将来、財政が健全化された場合には、削減されている管理職手当の復元を検討す
べきと考える。 
●特殊勤務手当（※７）は、民間企業や市民の目から見ると、理解しにくいものも
ある。分かりやすく説明をするとともに、そのあり方について引き続き検討を続
けて欲しい。 
●給与に関することでは地域手当の問題が最大の問題と考える。広報やホームペー
ジで給与等の状況を公表するにあたっては、国の制度との比較を含め、市民に分
かりやすく、何が問題とされているのかなどを公表しなければならない。 
●研修によって職員の能力がどれだけ向上したのかが重要である。今後、研修前と
研修後のアンケートを実施するなど、何らかの指標により検証可能な方法を検討
して欲しい。 

定員管理の適正化 

項　目 内　容 

手当の総点検をは 
じめとする給与の 
適正化（給料表の 
運用、退職手当、 
特殊勤務手当等諸 
手当の見直し等） 

主
な
実
績 

検
証
結
果 

検
証
結
果 

主
な
実
績 
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●当初予算で経常経費（旅費、需用費、委託料等事務費）４．０％の節減となり、
まつり等市単独事業委託料については、対前年度７．２％の節減となった。 
●補助金の見直しを行い、一部、補助金の廃止と補助率の引き下げを実施した。 
●工事担当課（土木課、都市計画課、下水道課、水道課）でコスト縮減に取り組み、
設計額で８，９４４千円（１．５％）の縮減を図ることができた。 

●財政の健全化は、ただやみくもに削減するのではなく、不足が見込まれる部分を
どのように調整していくのかという視点が必要である。今後、扶助費の増大が見
込まれる中、中長期的な財政見通しを立て、本当に必要なものとそうでないもの
を見極めることが必要と考える。 
●外郭団体への補助は、運営費補助から事業費補助へと、本来あるべき方向に進ん
でいるようであり、補助金のあり方について検討する委員会を設置し、すでに動
き出しているとのことであるので、一層の適正化に向けた検討を続けて欲しい。 
●工事関係の落札率が高くなっているが、平成２０年度から電子入札システムを導
入するとのことであり、今後、落札率の低下を強く期待したい。 

●水道課職員の２人削減などにより、人件費を縮減した。 
●コンビニエンスストアでの納付の利用増により、督促状の発送件数が減少した。 
●下水道使用料・受益者負担金について、一斉徴収を年４回実施した。 

●水道事業全体について、民間と直営のメリット、デメリットを先行自治体の事例
も含めて比較して検討してもらいたい。 
●計画的に事業の推進に努めてもらいたい。受益者負担金前納報奨金の見直しにつ
いては、検討をしてもらいたい。 

経費節減等の財政 
効果 

項　目 内　容 

その他（地方公営 
企業の経営健全化） 

主
な
実
績 

検
証
結
果 

検
証
結
果 

主
な
実
績 

●市税公共料金収納率向上対策推進会議を開催し、収納目標や年間計画、重点課題
を確認し、その実現に努めた。 
●分納者の履行管理を徹底するとともに、県税派遣職員を中心に各種差押えの強化
を図った。 
●ジュニアオーケストラ団費、放課後児童健全育成手数料の受益者負担を実施した。 

●市税の徴収率の向上に向け、目標達成のための指標を作成することや、同一条件
なら収納率の低いものに重点を置くことなども必要と思う。 
●歳入財源を確保する観点から売却可能な土地があれば、検討をすることが必要で
ある。 
●公共サービス等の受益者負担を幅広く進めてもらいたい。 

歳入の確保 

※検証結果報告書は、市役所６階の行政課と１階の情報サロン、また、岩倉市ホームページでもご覧いただけます。 

検
証
結
果 

主
な
実
績 

●問合先　行政課行政係（☎３８－５８０４）まで。 
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「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
企
画
・
 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
 

し
ま
す
 

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
 

　
岩
倉
市
で
は
、
来
年
１
月
７
日
（日）
に

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
開
催
に
あ
た
り
新
成
人
を
迎
え
る
人
で
、

新
成
人
の
つ
ど
い
の
企
画
・
運
営
な
ど
を

担
当
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
新
し
い
門
出
と
な
る
「
新
成

人
の
つ
ど
い
」
を
自
ら
の
手
で
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
　
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
思

い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

　
や
る
気
の
あ
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

●
申
込
期
限
　
１０
月
３１
日
（火）
 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
開
催
案
内
 

●
と
き
　
平
成
１９
年
１
月
７
日
（日）
午
前

１１
時
開
式
、
午
前
１０
時
３０
分
開
場
　
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
対
象
者
　
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ

た
人
 

●
そ
の
他
　
新
成
人
の
つ
ど
い
は
、
岩
倉

市
に
住
民
票
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
長
・
助
役
・
教
育
長
・

各
所
属
部
長
な
ど
が
２
日
間
に
わ
た
り
、

市
政
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
を
お

知
ら
せ
し
な
が

ら
、
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
、

と
も
に
市
政
を

考
え
る
「
市
政

懇
談
会
」
を
開

き
ま
す
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
 

表
の
と
お
り
 

●
テ
ー
マ
　

「
介
護
保
険
制

度
の
改
正
に
つ

い
て
」
 

※
こ
の
テ
ー
マ

以
外
に
も
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
生
活
の
こ
と
や
市
政
に
つ

い
て
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
会
場
で
お
た
ず
ね
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

●
参
加
方
法
　
事
前
の
予
約
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
、
直

接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
２
）
ま
で
。
 

　
あ
な
た
の
家
の
中
に
、
邪
魔
に
さ
れ
て

泣
い
て
い
る
物
、
長
年
使
わ
れ
ず
に
眠
っ

て
い
る
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

　
こ
う
し
た
物
を
集
め
て
展
示
販
売
す
る

こ
と
で
、
必
要
な
人
の
所
で
再
び
生
き
た

物
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
 

　
友
達
ど
う
し
で
誘
い
合
い
、
楽
し
く
出

店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●
と
き
　
１１
月
１１
日
（土）
・
１２
日
（日）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
 

●
募
集
区
画
数
　
２
日
間
で
４０
〜
５０
区
画

（
１
区
画
単
位
で
受
け
付
け
ま
す
）
 

●
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
高
校

生
以
上
の
人
（
グ
ル
ー
プ
で
も
可
）
 

※
楽
し
み
な
が
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
営
利
目
的
の
出
店

は
お
断
り
し
ま
す
。
 

●
募
集
期
間
　
１０
月
５
日
（木）
〜
１０
日
（火） 

（
先
着
順
） 

●
出
店
料
　
１
区
画
５
０
０
円
 

●
申
込
方
法
　
環
境
保
全
課
に
置
い
て
あ

る
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓

発
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
 

環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
６
 

ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
 

と　き ところ 

１０月２５日（水） 

２６日（木） 

市役所大会議室 

総合体育文化センター 
多目的ホール 

午後 
７時～ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　毎回好評の「いわくらフリーマーケット」を市役所の駐車
場で開催します。 
　掘り出し物がきっと見つかりますよ。 
また、フリーマーケット開催に併せて「野菜の広場」が新鮮採
れたての野菜を販売するほか、地元商店も参加する予定です。 
●とき　１０月１５日（日）午前９時～正午 
※今回は雨天による延期はいたしませんので、ご了承下さい。 
●ところ　市役所駐車場 
※フリーマーケット開催中は、駐車場はご利用できません。
ご来場は徒歩、または自転車でお願いします。 
●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８－５８１２）まで。 

いわくらフリーマーケットを開催します 

健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
を
！
 

基
本
健
康
診
査
・
住
民
 

検
診
・
歯
科
健
康
診
査
 

      　
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
日
ご

ろ
か
ら
の
健
康
管
理
と
毎
年
の
定
期
健
診

が
大
切
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
、
基
本
健
康
診
査
、
住
民
検

診
、
歯
科
健
康
診
査
を
健
康
づ
く
り
の
拠

点
で
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
今
年
は
生
活
機
能
低
下
の
把
握

検
査
を
行
い
ま
す
。
 

基
本
健
康
診
査
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
対
象
　
昭
和
４２
年
３
月
３１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
で
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
ま
た
、

現
在
医
療
機
関
で
治
療
中
の
人
は
除
き
ま

す
。
 

●
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
（
住

民
検
診
）
、
尿
検
査
、
身
体
測
定
、
問
診
、

血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、血
液
検
査
（
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
貧
血
、
肝
機
能
、
血

糖
、
腎
機
能
、
尿
酸
）、医
師
の
診
察
、
眼

底
検
査（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
の
み
）、

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
今
年

度
に
４０
歳
・
４５
歳
・
５０
歳
・
５５
歳
・
６０

歳
・
６５
歳
・
７０
歳
に
な
る
人
等
）
 

●
費
用
　
無
料
 

●
受
付
時
間
　
午
後
零
時
１５
分
〜
１
時

３０
分
 

●
注
意
事
項
　
基
本
健
康
診
査
受
診
券

（
は
が
き
）
を
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

※
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
で
受
診
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
 

※
血
糖
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
糖
分
は

避
け
、
飲
食
は
午
前
９
時
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
（
お
茶
は
可
）
。
 

●
検
査
の
結
果
　
約
１
か
月
後
に
、
個
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。
 

※
３５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
人
（
昭
和
４２

年
４
月
１
日
〜
昭
和
４７
年
３
月
３１
日
生
ま

れ
）
で
基
本
健
康
診
査
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
有
料
（
３
千
９
０
０
円
）
で
受
診
で

き
ま
す
。
 

生
活
機
能
低
下
の
把
握
検
査
 

　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
新
た
に

創
設
さ
れ
た
地
域
支
援
事
業
の
介
護
予
防

事
業
の
ひ
と
つ
で
、
６５
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
要
支
援
、
要
介
護
状
態
に
な
る
恐

れ
の
あ
る
人
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。
 

●
対
象
　
昭
和
１７
年
３
月
３１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
 

●
検
査
項
目
　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

理
学
的
検
査
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
 

住
民
検
診
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
対
象
　
平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
学
校
や
勤
務
先
な

ど
で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は

除
き
ま
す
。
 

●
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、
尿

検
査
、
身
体
測
定
、
問
診
、
血
圧
測
定
 

●
費
用
　
無
料
 

●
受
付
時
間
　
午
後
零
時
１５
分
〜
１
時

３０
分
 

歯
科
健
康
診
査
 

※
予
約
が
必
要
で
す
。
 

●
対
象
　
昭
和
５２
年
３
月
３１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
、
お
よ
び
妊
婦
 

●
定
員
　
４
３
０
人
 

●
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診
査
、
口
臭

測
定
、
相
談
、
指
導
 

●
費
用
　
無
料
 

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
 

●
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
ま
す
（
電
話
可
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
。
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の
お
越

し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。
 

健康を守るあなたの健診日 
実施日 対象地域 実施日 対象地域 

 １０月２日（月） 

３日（火） 

４日（水） 

５日（木） 

６日（金） 

大市場町・旭町 

大地町 

東町 

中本町 

曽野町 

１０日（火） 

１１日（水） 

１２日（木） 

１３日（金） 

１６日（月） 

下本町 

本町 

西市町・宮前町 

稲荷町 

東新町（送迎はありません） 
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１０
月
１
日
は
、
「
国
際
音
楽
の
日
」
で

す
。
 

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響

楽
団
に
よ
る
岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き

ま
す
。
 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

●
と
き
　
１０
月
１５
日
（日）
午
後
２
時
〜
２
時

３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
地
下
連
絡
道
 

●
演
奏
　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

●
曲
目
　
日
本
民
謡
メ
ド
レ
ー
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
メ
ド
レ
ー
　
ほ
か
 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
 

●
と
き
　
１０
月
１８
日
（水）
午
後
５
時
３０
分

〜
６
時
、
午
後
６
時
３０
分
〜
７
時
 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
地
下
連
絡
道
 

●
演
奏
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
…
森
田
和
夫
、角
田
正
大
、

角
田
実
花
、
福
田
良
正
） 

●
主
な
曲
　
ふ
た
り
で
お
茶
を
、
ラ
ウ
ン

ド
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
　
ほ
か
 

「
国
際
音
楽
の
日
」
と
は
？
 

　
１
９
７
７
年
に
チ
ェ
コ
で
開
催
さ
れ
た

国
際
音
楽
評
議
会
総
会
で
、
１０
月
１
日
を

「
国
際
音
楽
の
日
」
と
し
て
、
国
際
的
連

帯
の
も
と
に
音
楽
の
記
念
行
事
を
催
す
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
日
本
で
も
多
く
の
国
民
の
間
に
広
く
音

楽
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
平
成
６
年
１１
月
に
「
音
楽
文

化
の
振
興
の
た
め
の
学
習
環
境
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、

１０
月
１
日
を
「
国
際
音
楽
の
日
」
と
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

い
き
い
き
女
性
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
 

〜
産
後
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
〜
 

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 

高
齢
者
す
こ
や
か
タ
ク
シ
ー
 

料
金
助
成
 

国
際
音
楽
の
日
 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

＆
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
が
 

岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
 

　
産
後
は
、
身
体
の
回
復
を
は
か
る
と
と

も
に
、
育
児
と
い
う
新
し
い
仕
事
が
増
え
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
負
担
に
な
り
が

ち
で
す
。
 

　
楽
し
く
運
動
し
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
と
き
　
１０
月
２４
日
（火）
午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室
 

●
内
容
　
お
話
・
運
動
実
技
（
ス
ト
レ
ッ

チ
・
軽
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
 

●
講
師
　
水
谷
純
子
さ
ん
（
健
康
運
動
指

導
士
）
 

●
対
象
　
生
後
４
〜
８
か
月
の
乳
児
と
そ

の
親
 

●
定
員
　
２０
組
　
先
着
順
 

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
１０
月
２
日
（月）
か
ら
受
け
付

け
ま
す
（
電
話
可
）。
 

●
持
ち
物
　
室
内
用
の
靴
・
タ
オ
ル
　
 

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

３
７
―
３
５
１
１
）
ま
で
。
 

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
て
い
く
た
め
の
基

本
で
あ
り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
発
達
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 

　
幼
児
期
は
生
活
リ
ズ
ム
の
基
礎
を
つ
く

る
大
切
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
簡
単

な
食
事
作
り
や
お
手
伝
い
は
、
食
べ
物
へ

の
興
味
を
深
め
ま
す
。
 

　
親
子
で
一
緒
に
料
理
を
作
り
、
食
事
の

楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●
と
き
　
１０
月
２７
日
（金）
午
前
１０
時
〜
正
午
 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄
養
指

導
室
 

●
内
容
　
お
話
「
生
活
リ
ズ
ム
と
食
事
」

調
理
実
習
・
試
食
 

●
対
象
　
３
歳
児
を
持
つ
親
子
 

●
定
員
　
１６
組
（
先
着
順
）
 

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
 

●
申
込
方
法
　
１０
月
２
日
（月）
か
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

３
７
―
３
５
１
１
）
ま
で
。
 

も
り
た

か
ず
お
 

つ
の
だ
ま
さ
ひ
ろ
 

つ
の
だ
　
み
　
か
 

ふ
く
だ
よ
し
ま
さ
 

　
日
常
生
活
で
社
会
活
動
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
て
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
満
８５
歳
以
上
の
人
 

●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー

基
本
料
金
と
迎
車
料
金
（
タ
ク
シ
ー
乗
車

料
金
と
助
成
額
と
の
差
額
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
）
 

●
交
付
枚
数
　
月
２
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を

申
請
の
月
か
ら
当
該
年
度
分
を
一
括
交
付

し
ま
す
。
 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
 

生
き
が
い
課
ふ
れ

あ
い
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
ま

で
。
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国
民
健
康
保
険
 

出
産
育
児
一
時
金
が
引
き
 

上
げ
ら
れ
ま
す
 

国
民
健
康
保
険
 

出
産
育
児
一
時
金
の
受
領
 

委
任
払
い
制
度
を
始
め
ま
す
 

国
民
健
康
保
険
 

異
動
の
届
け
出
は
１４
日
以
内
に
 

異
動
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
 

　
会
社
等
を
退
職
し
、
職
場
の
健
康
保
険
、

共
済
組
合
等
の
健
康
保
険
被
保
険
者
の
資

格
が
な
く
な
っ
た
り
、
被
扶
養
者
の
認
定

を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
国
民
健
康
保
険
 

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
、
会
社
等
に
就
職
し
、
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
を
受
け
と
っ
た
と
き
は
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
 

で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

異
動
日
か
ら
１４
日
以
内
に
、
市
民
窓
口
課

保
険
医
療
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
資
格
取
得
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
医
療

給
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
国
民
健
康
保
 

険
税
は
、
社
会
保
険
等
の
資
格
が
な
く
な

っ
た
と
き
や
転
入
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
 

ぼ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
税
金
は
納
め
て
も
給
付
は
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
早

め
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

　
平
成
１８
年
１０
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
世
帯
主
の
人

に
、
被
保
険
者
の
出
産
に
必
要
な
費
用
の

一
部
（
出
産
育
児
一
時
金
相
当
額
）
を
直

接
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
出

産
資
金
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
制
度

を
始
め
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
妊
娠
４
か
月
以
上
の
岩
倉
市

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
の

世
帯
主
で
、
国
民
健
康
保
険
法
第
５８
条
第

１
項
に
規
定
す
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
か
つ
医

療
機
関
で
受
領
委
任
の
同
意
が
得
ら
れ
た

人
。
た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
世
帯
主
に
限
り
ま
す
。
 

●
申
請
方
法
　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
妊
娠
４
か
月
以
上
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
母
子
手
帳
等
）

を
添
え
て
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
出
産
後
、
出
産
育
児
一
時
金
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
（
分
娩
費
の
支
払
い
請
求

書
等
の
写
し
添
付
）。
 

※
な
お
、
従
来
か
ら
の
岩
倉
市
国
民
健
康

保
険
出
産
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

会社等（社会保険）をやめたとき 

転入したとき 

生活保護を受けなくたったとき 

出生したとき 

会社等（社会保険）に入ったとき
 

 

転出するとき 

生活保護を受け始めたとき 

死亡したとき 

退職者医療制度に該当したとき 
 

退職者医療制度に該当しなくなったとき 

市内で住所が変わったとき（転居） 

被保険者の氏名が変わったとき 

世帯主が変わったとき 

世帯の合併、分離をしたとき 

被保険者証をなくしたとき 

修学のため遠隔地へ行くとき 

長期出張等で別の被保険者証がいるとき 

健康保険資格喪失証明書、印鑑 

印鑑 

保護廃止決定通知書、印鑑 

国保の被保険者証、母子健康手帳、印鑑 

国保の被保険者証、会社等（社会保険） 
の被保険者証 

国保の被保険者証 

国保の被保険者証、保護決定通知書 

国保の被保険者証、印鑑 

国保の被保険者証、年金証書（加入月 
数の確認できるもの）、印鑑 

 

 

国保の被保険者証、印鑑 

 

 

印鑑、身分証明書（免許証等） 

国保の被保険者証、在学証明書、印鑑 

国保の被保険者証、印鑑 

取
得
す
る
場
合
 

こんなとき 必要なもの 

喪
失
す
る
場
合
 

そ
の
他
 

　
岩
倉
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
出

産
し
た
と
き
に
そ
の
世
帯
主
に
支
払
わ
れ

る
出
産
育
児
一
時
金
が
、
１０
月
１
日
以
降

の
出
産
か
ら
、
３０
万
円
が
３５
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
現
在
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
で
あ
っ
て
も
、
出
産
者
本
人
が
、
以

前
、
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
本
人
で
あ

り
、
そ
の
資
格
の
喪
失
後
６
か
月
以
内
に

出
産
し
た
場
合
は
、
社
会
保
険
等
へ
請
求

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。
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・上位所得者とは同一世帯の世帯主（被保険者ではない世帯
主を除く）とすべての国保被保険者の基礎控除後の総所得
金額等が670万円を超える世帯の人です。 
・住民税非課税世帯とは、同一世帯の世帯主とすべての国保
被保険者が非課税の世帯です。 

・上位所得者とは同一世帯の世帯主（被保険者ではない世帯
主を除く）とすべての国保被保険者の基礎控除後の総所得
金額等が600万円を超える世帯の人です。 
・住民税非課税世帯とは、同一世帯の世帯主とすべての国保
被保険者が非課税の世帯です。 

高額療養費の自己負担限度額が変わります 
　１０月１日から高額療養費の自己負担限度額が表のとおり変わります。 
　医療費の自己負担額が高額になったとき、申請して認められれば、自己負担限度額（表）を超えた分が高額
療養費（老人保健では高額医療費）として、あとから支給されます。 

①自己負担額が限度額を超えたとき 
　病気やケガで同じ人が同じ月内に同じ医療機関で自己負担限度額を超えて医療費を支払ったときは、その超
えた分が申請により支給されます。 

②同じ世帯で合算して限度額を超えたとき 
　同じ世帯で、同じ月内に医療費を２万１千円以上支払った人が複数いるときは、それらの額を合算して、自
己負担限度額を超えた分が支給されます。 

③高額療養費の支給が４回以上あるとき 
　同じ世帯で、過去１２か月間に４回以上高額療養費の支給を受けるときは、４回目から限度額が引き下げられ
ます。なお、高額療養費支給該当者には、診療月の約２か月後に市民窓口課からはがきでお知らせします。 

★注意点★ 
・各月の１日から末日までを１か月として計算します。 
・各病院、診療所ごとに別々に計算します。 
・同じ医療機関でも診療科が違う場合は別々に計算します。 
・同じ医療機関でも入院と外来は別々に計算します。 
・国民健康保険の給付の対象とならない入院中の差額ベット代や歯科の自由診療および、入院中の食事代は高
額療養費の計算には含まれません。 
・診療月の約２か月後に高額療養費支給該当者に通知しますので、申請してください。ただし、診療日から２
年を経過すると時効となり、支給されません。 
●持参するもの 
　国民健康保険被保険者証、領収書、印鑑、預金通帳（郵便局は除く）を持って、市民窓口課保険医療係までお
越しください。なお、すでに市民窓口課から通知のはがきが届いている場合は、はがきもお持ちください。 
●問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８－５８０７）まで。 

70歳未満の人の自己負担限度額 
平成１８年９月３０日まで 平成１８年１０月１日から 

３回目までの限度額 

１３９,８００円＋医療費が 

４６６,０００円を超えた場 

合は、その超えた分の 

１%を加算 

７２,３００円＋医療費が 

２４１,０００円を超えた場 

合は、その超えた分の 

１%を加算 

７７,７００円 

４０,２００円 

２４,６００円 ３５,４００円 住民税非課税世帯 

上位 
所得者 

一般 

住
民
税
課
税
世
帯
 

４回目以降の限度額 ３回目までの限度額 

１５０,０００円＋医療費が 

５００,０００円を超えた場 

合は、その超えた分の 

１%を加算 

８０,１００円＋医療費が 

２６７,０００円を超えた場 

合は、その超えた分の 

１%を加算 

８３,４００円 

４４,４００円 

２４,６００円 ３５,４００円 住民税非課税世帯 

上位 
所得者 

一般 

住
民
税
課
税
世
帯
 

４回目以降の限度額 
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１０
月
１
日
か
ら
、
慢
性
腎
不
全
で
人
工

透
析
が
必
要
な
７０
歳
未
満
の
人
の
う
ち
上

位
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
限
度

額
が
１
万
円
か
ら
２
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
 

※
上
位
所
得
者
と
は
、
同
一
世
帯
の
世
帯

主（
被
保
険
者
で
は
な
い
世
帯
主
を
除
く
）

と
す
べ
て
の
国
保
被
保
険
者
の
基
礎
控
除

後
の
総
所
得
金
額
等
が
６
０
０
万
円
を
超

え
る
世
帯
の
人
で
す
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
小
学

校
に
就
学
（
入
学
）
さ
れ
る
お
子
さ
ん（
平

成
１２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１３
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
を
対
象
に
、
市

内
各
小
学
校
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
 

　
事
前
に
郵
送
し
ま
し
た
「
就
学
時
健
康

診
断
票
」
お
よ
び
「
就
学
時
健
康
診
断
調

査
票
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た

就
学
予
定
の
小
学
校
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
 

１０
月
５
日
（木）
　
五
条
川
小
学
校
 

１０
月
６
日
（金）
　
曽
野
小
学
校
 

１０
月
１２
日
（木）
　
岩
倉
南
小
学
校
 

１０
月
１７
日
（火）
　
岩
倉
北
小
学
校
 

１０
月
１９
日
（木）
　
岩
倉
東
小
学
校
 

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

★
「
就
学
時
健
康
診
断
の
通
知
」
が
届
か

な
い
と
き
 

★
就
学
に
関
す
る
相
談
 

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
８
）
ま
で
。
 

人
工
透
析
の
自
己
負
担
 

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
 

新
入
学
児
童
健
康
診
断
 

を
行
い
ま
す
 

市民ギャラリー情報 
【第８回日本ど真ん中まつり参加報告写真展】 
●と　き　１０月２日（月）～７日（土） 
●問合先　千原（☎３７－０４６０）まで。 
【かな書一人展～秋の歌いろいろ～】 
●と　き　１０月１０日（火）～１５日（日） 
●問合先　小島（☎３７－０１５０）まで。 
【赤い羽根作品展】 
●と　き　１０月１６日（月）～２２日（日） 
●問合先　岩倉市社会福祉協議会（☎３７－３１３５）まで。 
【第７０回岩倉絵画同好会作品展】 
●と　き　１０月２３日（月）～２９日（日） 
●問合先　丹羽（☎６６－３３３５）まで。 

・一定以上所得者とは同一世帯に課税所得が１４５万円以上の
７０歳以上の人または、老人保健で医療を受ける人がいる人
（７０歳以上の人と老人保健で医療を受ける人の収入の合計
が、２人以上の場合は５２０万円未満、１人の場合は３８３
万円未満であると申請した場合は、「一般」の区分と同様に
１割の負担となります。 
・低所得Ⅱとは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者（老
人保健で医療を受ける人は、世帯の全員）が住民税非課税の人 

・低所得Ⅰとは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者（老
人保健で医療を受ける人は、世帯の全員）が住民税非課税で、
その世帯員の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額
を８０万円として計算）を差し引いたときに０円となる人 

・一定以上所得者とは同一世帯に課税所得が１４５万円以上の
７０歳以上の人または、老人保健で医療を受ける人がいる人
（７０歳以上の人と老人保健で医療を受ける人の収入の合計
が、２人以上の場合は５２０万円未満、１人の場合は３８３
万円未満であると申請した場合は、「一般」の区分と同様に
１割の負担となります。 
・低所得Ⅱとは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者（老
人保健で医療を受ける人は、世帯の全員）が住民税非課税の人 
・低所得Ⅰとは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者（老
人保健で医療を受ける人は、世帯の全員）が住民税非課税で、
その世帯員の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額
を８０万円として計算）を差し引いたときに０円となる人 

70歳以上の人の自己負担限度額  
平成１８年９月３０日まで 平成１８年１０月１日から 

外来 
（個人単位） 

７２,３００円＋医療費が 
３６１,５００円を超えた 
場合は、その超えた分 
の１%を加算（４回目 
以降の場合４０,２００円） 

４０,２００円 

４０,２００円 １２,０００円 

８,０００円 
住民税 
非課税 
世帯 

一定以上 
所得者 

一般 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

２４,６００円 

１５,０００円 

住民税 
課税世帯 

外来＋入院 
（世帯単位） 

外来 
（個人単位） 

８０,１００円＋医療費が 
２６７,０００円を超えた 
場合は、その超えた分 
の１%を加算（４回目 
以降の場合４４,４００円） 

４４,４００円 

４４,４００円 １２,０００円 

８,０００円 
住民税 
非課税 
世帯 

一定以上 
所得者 

一般 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

２４,６００円 

１５,０００円 

住民税 
課税世帯 

外来＋入院 
（世帯単位） 
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岩
倉
市
消
防
観
閲
式
に
は
、
消
防
職

員
・
団
員
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
１
２
５

人
、
消
防
車
両
等
が
参
加
し
、
各
種
訓
練

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
１０
月
１５
日
（日）

午
前
１０
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

（
雨
天
の
場
合
は
、
同
校
体
育
館
で
式
典

だ
け
を
行
い
ま
す
）
 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
消
防

係
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。
 

私
立
高
校
等
の
授
業
料
の
 

一
部
を
補
助
し
ま
す
 

消
防
観
閲
式
 

就
学
援
助
制
度
 

●
対
象
　
１０
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
、

私
立
高
等
学
校
お
よ
び
専
修
学
校
の
高
等

課
程
に
在
籍
す
る
生
徒
の
保
護
者
で
、
基

準
日
に
お
い
て
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

①
基
準
日
に
お
い
て
、
特
待
生
な
ど
で
授

業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
生

徒
の
保
護
者
 

②
通
信
制
の
課
程
、
専
攻
科
ま
た
は
別
科

に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
 

●
補
助
金
額
　
生
徒
一
人
１
万
円
 

●
申
請
方
法
　
学
校
教
育
課
で
お
渡
し
す

る
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
期
間
　
１０
月
２
日
（月）
〜
３１
日
（火）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

●
申
請
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）
ま
で
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
就
学
困
難
な
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品
費
・
学
校

給
食
費
・
修
学
旅
行
費
等
を
援
助
す
る
就

学
援
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
　
生
活
保
護
世
帯
以
外
の
世
帯
の

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
就
学
援
助
基
準

に
該
当
し
、
か
つ
経
済
的
に
お
困
り
の
人
 

●
就
学
援
助
基
準
 

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
人
 

②
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
た
人
 

③
個
人
事
業
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
が
減

免
さ
れ
た
人
 

④
国
民
年
金
保
険
料
の
掛
金
が
免
除
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
も
し
く
は
徴

収
猶
予
さ
れ
た
人
 

⑤
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
人
（
児

童
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は

該
当
し
ま
せ
ん
）
 

⑥
世
帯
更
正
貸
付
を
受
け
た
人
　
　
 

⑦
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
日
雇
労
働
者
ま
た
は
職
業
安
定
所
登

録
日
雇
労
働
者
 

⑧
①
〜
⑦
に
該
当
さ
れ
な
い
人
で
特
別
な

事
情
で
経
済
的
に
お
困
り
の
人
 

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
８
）
ま
で
。
 

防犯対策助成金交付制度をご利用ください 
　昨年４月から始まった防犯対策助成金交付制度は、今年８月までに４２６世帯の人が
利用されています。　 
　市内では、今年１月から８月末までに１０４件の空き巣などの侵入窃盗が発生しています。 
　犯罪抑止のためにわが家の防犯対策を見直しましょう。 

岩倉市に住民登録または、外国人登録があり、居住している世帯主
（１世帯につき１回限り） 
①玄関、勝手口等の出入口の鍵を交換または、補助錠、サムターン
カバー、ガードプレート等の取り付け。 
②サッシ等を防犯ガラスに交換または、防犯フィルム、補助錠、格
子等の取り付け。 
③共同住宅のエントランスまたは、エレベーター等の共有部分に防
犯カメラまたは、センサーライトの取り付け。 
④住居等に防犯カメラまたは、センサーライトの取り付け。 
⑤駐車場内に防犯カメラ、センサーライトまたは、照明灯の取り付け。 
⑥自家用車両（自動車・オートバイ・自転車）にハンドルロックカ
バーまたは、盗難防止装置の取り付け。 
⑦住居敷地内に玉砂利等を敷設。 
経費の２分の１（１００円未満は切り捨て）で限度額５，０００円 
※平成１７年３月３１日以前の防犯対策は対象外です。 
口座番号（申請者名義）のわかるもの（郵便局は除く）と印鑑、品
物等がわかる領収書をご持参のうえ、行政課にある申請書に必要事
項を記入して、提出してください。 
※なお、賃借または、使用貸借している住居などで申請する人は、
行政課に置いてある所有者の同意書と一緒に提出してください。 
行政課生活安全係（☎３８－５８０４）まで。 

●対　　象　　者 
 
●対象となるもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●助　　成　　額 
 
●申　請　方　法 
 
 
 
 
●問　　合　　先 
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「
ま
だ
使
え
る
、ま
た
使
え
る
」 

ご
提
供
く
だ
さ
い
不
要
品
 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
 

木
造
住
宅
対
象
 

無
料
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
 

工
事
に
補
助
し
ま
す
 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
 

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
）
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
）
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
補

助
し
ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、
（財）
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
で
、
判
定
値
を
１
・
０
以
上
と
す

る
耐
震
改
修
工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補
強

上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判
定
値
に

０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
）

に
限
る
。
 

※
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
 

●
補
助
の
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
　
平
成
１８
年

度
か
ら
住
宅
・
建
築
物
に
係
る
耐
震
改
修

促
進
税
制
の
創
設
に
よ
り
、
耐
震
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
所
得
税
の
特
別
控
除

や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
６
６
―

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。
 

粗
大
ご
み
の
内
ま
だ
使
え
る
も
の
を
 

粗
大
ご
み
受
付
☎
６
６
―
８
１
５
３
（
ハ

イ
ご
み
）
 

　
１１
月
１１
・
１２
日
の
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ

り
・
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
６
実
行
委
員
会

で
は
「
リ
ユ
ー
ス
広
場
」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
粗
大
ご
み
を
出
さ
れ
る
人
に
は
、

６
６
―
８
１
５
３
（
ハ
イ
ご
み
）
の
電
話

受
付
時
に
不
要
品
提
供
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
ご
提
供
い
た
だ
く
学
習
机
や
洋
服
ダ
ン

ス
な
ど
粗
大
ご
み
が
有
料
戸
別
収
集
と
な

る
こ
と
は
同
じ
で
す
が
、
ま
だ
使
え
る
も

の
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
て
清
掃
事
務
所

内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
修
理
等
を
行
い
、

展
示
販
売
し
て
い
き
ま
す
。
 

ま
た
使
え
る
小
さ
な
も
の
も
 

　
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
い
ら
な
く
な

っ
た
お
も
ち
ゃ
類
、
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
食

器
類
の
セ
ッ
ト
等
々
、
必
要
な
人
に
ゆ
ず

り
た
い
が
そ
の
あ
て
が
な
い
と
き
、
問
合

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
ご
住
所
や
連
絡
先
を
お
聞
き
し
、
１０
月

中
に
こ
ち
ら
か
ら
、
お
宅
の
玄
関
先
等
に

引
き
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
「
コ
ッ
プ
が
２
個
と
ミ
ニ
カ

ー
３
個
」
と
い
っ
た
数
や
大
き
さ
に
ま
と

ま
り
が
な
い
場
合
は
引
き
取
り
に
う
か
が

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
場
合
を
含
め
、
直
接
市
役
所

３
階
の
環
境
保
全
課
か
石
仏
町
の
清
掃
事

務
所
に
事
前
に
ご
連
絡
の
う
え
搬
入
し
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
 

●
受
付
期
間
　
１０
月
２
日
（月）
〜
３１
日
（火）
 

●
募
集
す
る
も
の
　
有
料
戸
別
収
集
す
る

粗
大
ご
み
の
内
家
具
類
な
ど
、
ま
た
は
粗

大
ご
み
に
な
ら
な
い
お
も
ち
ゃ
類
な
ど
で
、

ま
だ
使
え
、
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ
け
る

も
の
。
 

●
お
引
き
取
り
で
き
な
い
も
の
　
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
の
５
品

目
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
扇
風

機
・
掃
除
機
や
ス
ト
ー
ブ
類
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
電
気
、
石
油
、
ガ
ス
機
械
器
具
類

は
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
提
供
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
衣
類
・
ふ
と
ん
類
、
著
し
く
重

い
も
の
、
お
よ
び
消
火
器
・
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
廃
棄
す
る
際
に
処
理
が
困
難
な
も
の

は
お
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
環
境

フ
ェ
ア
２
０
０
６
実
行
委
員
会
事
務
局

（
清
掃
事
務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）

ま
で
。
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浄
化
槽
を
正
し
く
維
持
 

管
理
し
ま
し
ょ
う
 

　
家
庭
の
浄
化
槽
は
的
確
に
維
持
管
理

（
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
）
が
行

わ
れ
な
い
と
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
、

ま
た
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保
守
点
検
、

清
掃
、
法
定
検
査
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、

浄
化
槽
が
正
常
に
働
い
て
い
る
か
を
定
期

的
に
点
検
す
る
も
の
で
す
。
 

　
保
守
点
検
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
登
録

の
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
の
清
掃
に
つ
い
て
は
年
１
回
以

上
の
清
掃
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。
清
掃

は
、
岩
倉
市
の
許
可
業
者
の
㈱
ア
イ
ホ
ク

（
☎
６
６
―
２
１
１
２
）
が
行
っ
て
い
ま

す
。
 

　
法
定
検
査
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
（社）
愛
知
県
浄
化
槽

協
会
（
☎
０
５
２
―
４
８
１
―
７
１
６
０
）

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
新
設
し
た
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
法
に
も
と
づ
き
、
設
置
後
に
検
査

（
法
定
検
査
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

　
愛
知
県
で
は
、
本
年
１０
月
か
ら
建
築
確

認
の
完
了
検
査
ま
た
は
浄
化
槽
設
置
届
出

の
時
に
併
せ
て
検
査
手
数
料
の
コ
ピ
ー
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
中
に
異
物
な
ど

が
混
入
し
て
い
る
と
、
し
尿
処
理
施
設
の

処
理
能
力
が
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
 

　
異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
に
流
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
ま
た
、
浄
化
槽
が
正
常
な
状
態

で
あ
る
よ
う
に
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
、
浄
化
槽
の
検

査
手
数
料
の
振
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
（社）

愛
知
県
浄
化
槽
協
会
（
☎
０
５
２
―
４
８

１
―
７
１
６
０
）
ま
で
。
 

合併処理浄化槽を設置される人に 
補助金を交付しています 

尾張北部都市計画下水道岩倉公共下水道に係る都市計画決定区域
を除く市内全域 
 
★浄化槽法に基づく構造規準に適合するもの 
★２０人槽以下の浄化槽で生物化学酸素要求量（ＢＯＤ）除去率
９０％以上、放流水の生物酸素要求量の２０㎎／ℓ（日間平均
値）以下の機能を有する合併処理浄化槽 
 
★浄化槽法に基づく設置の審査を受けずに合併処理浄化槽を設置
する人 
★住宅を借りているもので、賃借人の承諾を得られていない人 
★市内に住所を有しない人 
★自らの住居を目的とする住宅以外に合併処理浄化槽を設置する人 
★住宅を新築又は増改築をすることに伴い合併処理浄化槽を設置
する人 
 
５　人　槽…３４２，０００円 
６・７人槽…４１４，０００円 
 
環境保全課環境啓発係（☎３８－５８０８）まで。 

●補助対象となる地域 
 
 
●補助対象条件 
 
 
 
 
●欠格要件 
 
 
 
 
 
 
 
●補助金額 
 
 
●申請・問合先 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間 

道路・橋梁詳細設計業務 ㈱長大名古屋支社 ８/２２～H１９/３/３０ ２４,０９７,５００ 曽野町地内 

（８月１７日～３１日） 

桜井工業㈱ １,８９０,０００ ８/２９～１０/５ 市営大山寺住宅給水管布設替修繕 大山寺町前畑２ 

荏原商事㈱中部支社 ８０,１０５,７６０ ９/８～H１９/３/２６ 配水場自家発電設備改修工事 井上町流８０番地 

指名競争入札結果 
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岩
倉
市
は
、
市
域
の
約
３
分
の
１
を
農

地
が
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
の

担
い
手
不
足
と
高
齢
化
が
深
刻
に
進
ん
で

お
り
、
耕
作
さ
れ
な
い
遊
休
農
地
が
増
え

て
い
ま
す
。
 

 
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆

さ
ん
に
農
業
へ
の
関
心
を
持
ち
、
農
業
の

良
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年

度
か
ら
農
家
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
「
農

業
体
験
塾
」
を
創
設
し
、
新
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

農
業
体
験
塾
で
実
り
の
秋
 

 
５
月
１５
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
農
業
体
験

塾
。
塾
生
の
皆
さ
ん
は
「
野
菜
の
広
場
」

メ
ン
バ
ー
や
県
の
農
業
改
良
普
及
所
職
員

な
ど
の
指
導
の
も
と
、
種
ま
き
、
畝
づ
く

り
、
苗
植
え
、
除
草
と
い
っ
た
農
作
業
の

体
験
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
以

前
か
ら
土
い
じ
り
が
好
き
で
参
加
し
ま
し

た
。
塾
生
の
仲
間
が
で
き
、
毎
回
楽
し
み

に
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
育
て
て
き
た
野
菜
は
、
枝
豆
、

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
で
、
取

材
に
伺
っ
た
こ
の
日
は
、
ナ
ス
と
カ
ボ
チ

ャ
な
ど
の
収
穫
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
夏
の
炎
天
下
も
休
ま
ず
続
け
ら
れ
た
農

作
業
。
流
し
た
汗
の
結
晶
で
も
あ
る
作
物

を
手
に
、
塾
生
の
皆
さ
ん
は
満
足
そ
う
な

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
農
業
体
験
塾
は
、
９
月
に
追
加
募
集
し

た
塾
生
を
新
た
に
加
え
て
１９
人
で
、
こ
れ

か
ら
、
秋
冬
野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。
 

「
健
康
野
菜
」
を
新
た
な
特
産
品
に
 

〜
新
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
〜
 

　
岩
倉
市
の
野
菜
生
産
は
、
白
菜
、
ね
ぎ
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
お

り
、
な
か
で
も
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
愛
知

県
下
２
位
の
出
荷
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

岩
倉
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
カ
リ
フ
ラ
ワ

ー
に
続
く
「
健
康
野
菜
」
を
テ
ー
マ
に
新

た
な
特
産
品
作
り
を
行
う
た
め
、
新
ブ
ラ

ン
ド
野
菜
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
 

　
現
在
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
参
考
に
、
新
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
研

究
品
目
選
定
会
議
で
決
定
し
た
作
物
を
東

町
の
農
地
で
試
験
的
に
栽
培
し
、
岩
倉
の

土
地
に
合
う
作
物
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
試
験
的
に
栽
培
し
て
い
る
野
菜
は
次
の

３
品
種
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
は
、
順
調

に
生
育
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

－農業振興の取り組みをお知らせします－ 

　非結球性芽キャベツで緑のバラのよ
うな形をしています。食べやすい一口
サイズの野菜で調理がしやすく、糖度
が高いのが特徴です。 

　ブロッコリーと中国野菜の「ガイラン」
を掛け合わせて作られた野菜で、独特
の甘味があり、皮をむかなくても茎ま
でおいしく食べられるのが特徴です。 

　小さなサイズで成熟する新種の白菜
で甘みと歯ごたえある食感が特徴です。
中華料理、鍋物など加熱する料理に向
いています。 

プチヴェール 

スティック 
ブロッコリー 

ちっチャイ菜 

▲研究栽培中のプチヴェール 
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知っておきたい 

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
」
 
岩
倉
市
医
師
会
　
井
上
隆
義
 

い
の
う
え
た
か
よ
し

 

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
何
ら
か

の
刺
激
で
皮
膚
に
か
ゆ
み
の
あ
る
湿

疹
病
変
が
よ
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ

た
り
を
く
り
か
え
す
病
気
で
、
ア
ト

ピ
ー
素
因
を
持
つ
人
に
よ
く
み
ら
れ

ま
す
。
「
ア
ト
ピ
ー
は
こ
わ
い
病

気
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
決
し
て
難
病
で
は
な
く
、
正
し

い
治
療
を
受
け
れ
ば
、
約
８０
㌫
の
人

は
１０
歳
こ
ろ
ま
で
に
自
然
寛
解
（
遺

伝
的
な
ア
ト
ピ
ー
体
質
は
残
っ
て
い

る
が
症
状
は
ほ
と
ん
ど
出
る
こ
と
な

く
治
ま
っ
て
い
る
状
態
）
し
ま
す
。
 

　
ア
ト
ピ
ー
素
因
と
は
、
家
族
や
本

人
が
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
や
ア
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
炎
・
花
粉
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
結
膜
炎
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
、
食
物

や
ダ
ニ
・
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
な
ど
に
対

し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
（
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗

体
を
産
生
し
や
す
い
）
を
示
し
や
す

い
体
質
の
こ
と
で
、
４
人
に
１
人
が

持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
原
因
は
、
ま

だ
完
全
に
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
遺
伝
性
に
皮
膚
の
乾
燥
と
バ

リ
ア
ー
機
能
の
低
下
（
外
か
ら
の
刺

激
で
簡
単
に
湿
疹
病
変
を
生
じ
る
性

質
）
が
あ
り
、
ア
ト
ピ
ー
素
因
を
持

つ
人
に
、
汗
や
ホ
コ
リ
の
刺
激
、
食

事
や
ダ
ニ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
、
精
神

的
・
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
悪
化

因
子
と
な
っ
て
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
図
）
。
 

　
現
在
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
根

治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
と
同
じ
よ
う
に
、

正
し
い
治
療
を
受
け
れ
ば
良
い
状
態

を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
 

　
対
症
療
法
と
し
て
、
⑴
ド
ラ
イ
ス

キ
ン
修
復
の
た
め
の
ス
キ
ン
ケ
ア

（
皮
膚
を
清
潔
に
保
ち
、
保
湿
剤
の

使
用
）
、
⑵
か
ゆ
み
と
湿
疹
の
た
め

の
薬
物
療
法
（
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
内

服
・
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
外
用
）
を
行

い
、
加
え
て
⑶
悪
化
因
子
の
除
去

〔
①
環
境
整
備
（
ダ
ニ
・
ホ
コ
リ
・

カ
ビ
な
ど
の
除
去
）
②
食
事
療
法

（
ア
レ
ル
ゲ
ン
・
刺
激
物
の
制
限
）

③
生
活
指
導
（
ス
ト
レ
ス
・
入
浴
・

汗
な
ど
）
〕
を
行
い
ま
す
。
治
療
は

画
一
的
な
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者
さ
ん
の
症
状
に
合
わ
せ
た
治

療
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に

お
子
さ
ん
の
場
合
、
家
族
の
協
力
を

得
て
根
気
よ
く
治
療
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
近
年
、
ア
ト
ピ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
（
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
さ
ん
に
対

し
て
営
利
目
的
の
不
適
切
治
療
）
に

よ
る
被
害
の
報
告
が
多
数
見
ら
れ
ま

す
。
治
療
法
の
選
択
は
必
ず
専
門
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

環境の影響 

アレルギー的要因 
（食物、ダニ、花粉など） 

非アレルギー的要因 
（乾燥、ひっかく、汗をかくなど） 

遺伝的な体質 

アレルギー体質 

アトピー性皮膚炎 

アレルギーが起こる 肌が弱い 

アレルギー反応から湿疹へ 

アレルギー機序と非アレルギー機序が等しく重要である。 

図　アトピー性皮膚炎発症機序（宮地） 

敏感肌から湿疹へ 

ドライスキン（肌質） 

か
ん
か
い
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男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして

「
送
り
つ
け
商
法
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　仕事中心の男性に不足しがちなのは地域
とのつながりです。男女の共生には、会社
や家庭同様、地域とのかかわりは大切なこ
とです。ただし、会社での役職ややり方に
とらわれていてはうまくいきません。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
－５８１９）まで。 

●地域とのつながり● 

送
り
つ
け
商
法
と
は
？
 

　
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
商
品
を
一
方

的
に
送
り
つ
け
て
代
金
を
請
求
す
る
商

法
を
「
送
り
つ
け
商
法
」
と
言
い
ま
す
。
 

相
談
事
例
 

　
突
然
大
き
な
書
籍
小
包
が
届
け
ら
れ
た
。
 

　
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
く
不
審
に
思

い
な
が
ら
開
封
し
て
み
る
と
、
本
が
３

冊
入
っ
て
い
た
。
本
の
出
版
目
的
や
代

金
の
送
金
方
法
な
ど
が
書
か
れ
た
あ
い

さ
つ
状
と
高
額
な
金
額
が
書
か
れ
た
振

込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
購
入
す

る
気
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。
 

支
払
い
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
 

　
物
を
売
り
買
い
す
る
契
約
が
成
立
す

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
売
り
手
と

買
い
手
双
方
の
同
意
が
必
要
で
す
。
こ

の
事
例
の
よ
う
に
一
方
的
に
商
品
が
送

り
つ
け
ら
れ
た
状
況
で
は
、
買
い
手
が

同
意
し
て
い
な
い
の
で
契
約
は
成
立
し

て
い
ま
せ
ん
。
 

　
送
り
つ
け
商
法
で
は
、
「
商
品
を
返

送
し
な
け
れ
ば
契
約
は
成
立
す
る
」
な

ど
と
文
書
を
同
封
し
て
く
る
場
合
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
契
約
は
買
い
手
の

同
意
が
な
け
れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
か
ら
、

支
払
い
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

送
ら
れ
て
き
た
商
品
は
ど
う
す
れ
ば
？
 

　
送
ら
れ
て
き
た
商
品
を
買
わ
な
い
の

で
す
か
ら
、
そ
の
商
品
は
業
者
の
も
の

で
す
。
勝
手
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
業
者
が
引
き
取
り
に
く
る

ま
で
自
分
の
も
の
と
同
様
の
注
意
を
持

っ
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
返
還
の
義
務
ま
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

１４
日
間
は
保
管
し
て
 

　
「
保
管
の
義
務
が
あ
る
」
と
言
わ
れ

て
も
、
勝
手
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
商
品

を
い
つ
ま
で
も
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
通
信
販
売
な
ど
の
商
取
引
に
つ
い
て

定
め
た
「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
売
買
契
約
に
基
づ
か
な
い

で
送
付
さ
れ
た
商
品
は
、
送
ら
れ
て
き

た
日
か
ら
１４
日
間
が
経
過
し
た
場
合
に

は
、
業
者
は
商
品
の
返
還
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
１４
日
間
商
品
を
保
管
し
て
お

き
た
く
な
い
場
合
に
は
、
業
者
に
対
し

て
商
品
の
引
き
取
り
を
請
求
す
る
こ
と

で
、
保
管
期
間
を
７
日
間
に
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
管
期
間
を
過
ぎ

て
業
者
が
商
品
を
引
き
取
り
に
来
な
け

れ
ば
、
そ
の
商
品
を
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
送
り
つ
け
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
本

の
ほ
か
に
雑
誌
や
新
聞
、
ビ
デ
オ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
契
約
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、

こ
の
事
例
と
同
じ
で
す
。
 

　
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６

―
７
１
―
０
９
９
９
）
ま
た
は
、
市
役

所
市
民
相
談
室
（
☎
３
８
―
５
８
２
２
）

ま
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　昨年度１年間に「市民の声」として寄せられたご意見・ご提言は、
２１２件になりました。 
　お寄せいただいた「市民の声」をその内容で課ごとに分類すると、
右表のとおりとなります。 
　市庁舎の管理や交通安全・防犯担当の行政課に関することが５６
件と最も多く、次いでごみ収集など生活環境担当の環境保全課に関
することが４０件、保育園や児童館担当の児童課に関することが２
１件と、身近な問題に関するご意見が多数を占めています。 
　ここでは、お寄せいただいた「市民の声」の中から、その一部を
ご紹介します。 

平成１７年度に寄せられた… 

　住所・氏名等が記入された「市民の声」には、回
答をお送りしますので、記入をお忘れなくお願いし
ます。 
●「市民の声」投函箱 
　市役所１階３か所（北・東・西出入口） 
　公民館 
●「市民の声」ファクス（３８－２４７１） 
　総合体育文化センター・保健センター・図書館・
公民館・ふれあいセンター 
　※ご自宅からでもお送りいただけます。 
●市長への手紙 
　市内の公共施設に置いてあります。 
●Ｅメールアドレス 
　koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp 
●問合先　企画課広報広聴係 
　　　　 （☎３８－５８０２）まで。 

ご意見・ご要望をお待ちしています 

【問】最近、各地方へ行楽に行く時、公共施設などで老年者の割引制
度を行っているところが多くあるが、その時、健康保険証、免許証等
の提出を求められる。しかし保険証は大切なので持ち歩かない。だか
らいつでも気軽に持ち歩ける身分証明証を発行してほしい。 

【答】身分証明書の交付につきましては、住民基本台帳カードの交付
を行っています。このカードは、住民基本台帳ネットワークの整備に
よって利用できる本人確認のための身分証です。大きさも（縦５５ｍｍ
横８５ｍｍ）で運転免許証程度となっており、顔写真付きの住民基本

台帳カードは、運転免許証などのように、
身分証明書として、銀行口座の新規開設
の時や、書留郵便の受け取りの時などに
本人確認書類として利用していただけます。 
申請は本人申請が原則ですが代理人また
は、郵送による方法もあります。手数料
は５００円です。 

行政課 
環境保全課 
児童課 
土木課 
企画課 
商工農政課 
図書館 
市民窓口課 
秘書課 
都市計画課 
学校教育課 
生涯学習課 
スポーツ課 
消防署・消防本部 
生きがい課 
健康課 
水道課 
行政管理室 
福祉課 
税務課 
議会事務局 
　　　合計 

５６件 
４０件 
２１件 
１５件 
１３件 
１０件 
９件 
８件 
６件 
６件 
５件 
５件 
５件 
４件 
３件 
３件 
３件 
１件 
１件 
１件 
１件 

２１６件 

市民の声内訳内容 

※１通の投書に複数の内容が書 
　かれた投書があるため、合計 
　が２１２件を上回ります 

【問】岩倉市図書館の蔵書を、インターネット
のホームページで検索できるようにしてほしい。 

【答】現在、インターネットによる蔵書検索や、
予約業務を行える公共図書館が多くなり、その
利便性は利用者の方に喜ばれています。岩倉市
図書館においても、現在のコンピュータシステ
ムのリース期間満了に伴う、新システム導入に
あわせ、平成１８年１２月からインターネット
検索等ができるようにする予定です。また、そ
れに伴い愛知県図書館
の横断検索にも参加し
ていくことになります
ので、今しばらくご不
便をおかけしますが、
ご理解を賜りたいと思
います。 



暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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催し  
        ●

史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
お

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１５
日
(日)
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
代
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

吉
澤
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３

８
―
５
８
１
９
）
 

  ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

　
館
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
次
世
代
育
成

支
援
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
１８
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
日
曜
・
祝
日
開

館
に
合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
行
事

を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
 

鳴
子
お
ど
り
体
験
 

▼
と
き
　
１０
月
１５
日
(日)
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
六
児
童
館
（
石

仏
町
）
 

▼
指
導
　
岩
倉
鳴
子
踊
り
の
会
 

「
五
条
川
桜
」
 

昔
遊
び
の
会
 

▼
と
き
　
１０
月
２２
日
(日)
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
内
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
内
容
　
折
り
紙
、
お
手
玉
、

こ
ま
回
し
、
紙
飛
行
機
、
あ
や

と
り
等
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎
 

３
８
―
１
１
０
６
）
 

  ●
岩
倉
吟
剣
詩
舞
道
協
議

　
会
３０
周
年
記
念
発
表
会

　
構
成
吟
「
山
之
内
一
豊

　
の
生
涯
」 

  　
岩
倉
吟
剣
詩
舞
道
協
議
会
は

今
年
で
結
成
３０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
 

　
例
年
秋
に
発
表
会
を
開
催
し
、

会
員
の
稽
古
の
成
果
を
ご
覧
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

３０
周
年
記
念
大
会
の
特
別
企
画

と
し
て
、
岩
倉
市
に
縁
の
深
い

山
内
一
豊
の
生
涯
を
描
い
た
構

成
吟
を
披
露
し
ま
す
。
 

　
伝
統
芸
能
の
吟
剣
詩
舞
の
舞

台
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１０
月
８
日
(日)
開
場
…

午
前
９
時
、
開
演
…
午
前
９
時

３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
吟
剣
詩
舞
道

協
議
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
、

岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
赤
塚
（
☎
３
７
―

６
０
０
９
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
１０
月
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ひ
と
り
、
ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ

で
一
曲
演
奏
し
て
い
た
だ
く

「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
(日)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
「
ひ
と
り
一
曲
ラ

イ
ブ
」
に
申
し
込
ま
れ
た
人
　

▼
演
奏
曲
　
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ギ

タ
ー
演
奏
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
）
 

  ●
世
界
の
お
惣
菜
 

　
　
　
　
〜
ス
リ
ラ
ン
カ
編
〜
 

  　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

食
を
通
し
た
交
流
会
「
世
界
の

お
惣
菜
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
岩
倉
市
内
に
お
住

ま
い
の
ラ
ン
ガ
さ
ん
と
ク
マ
ル

さ
ん
に
よ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
(日)
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室
 

▼
献
立
　
チ
キ
ン
カ
レ
ー
、
ア

ラ
・
テ
ラ
タ
・
ダ
ミ
ー
マ
（
ジ

ャ
ガ
イ
モ
炒
め
）
、
バ
ツ
・
バ

ド
ゥ
ー
マ
（
ナ
ス
の
サ
ラ
ダ
）
 

▼
定
員
　
２５
人
 

▼
持
ち
物
　
フ
キ
ン
、
エ
プ
ロ

ン
、
筆
記
用
具
 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協

会
員
…
４
０
０
円
、
非
会
員
…

６
０
０
円
（
小
学
６
年
生
以
下

は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
）
 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
２２
日
(日)
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交
流

協
会
早
坂
（
☎
 
３
７
―
７
９

７
３
）
、
中
山
（
☎
　
６
６
―

８
５
７
３
）
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  ●
平
成
１８
年
度
こ
こ
ろ
の

　
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
あ
い
ち
 

  ▼
と
き
　
１０
月
２８
日
(土)
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
春
日
井
市
民
会
館

（
春
日
井
市
鳥
居
松
町
５
―

４４
）
 

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
テ
ー
マ
　
「
あ
ん
し
ん
を
い

っ
し
ょ
に
育
む
ち
い
き
づ
く

り
」
 

▼
内
容
　
 

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
鳴
子
踊

り
、
演
劇
他
）
　
 

★
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
 

★
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

★
記
念
講
演
「
こ
こ
ろ
の
居
場

所
」
講
師
　
落
合
恵
子
さ
ん

（
作
家
・
東
京
家
政
大
学
教
授
） 

▼
主
催
　
平
成
１８
年
度
こ
こ
ろ

の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
い

ち
実
行
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
春
日
井
保
健
所

（
☎
０
５
６
８
―
３
１
―
２
１

８
８
）
、
小
牧
支
所
（
☎
０
５

６
８
―
７
７
―
３
２
４
１
）
、

江
南
保
健
所
（
☎
５
６
―
２
１

５
７
）
 

お
ち
あ
い
け
い 

こ 
　いわくら塾では、今年も昨年に引き続き休耕田を有効利用して、いも掘りを通して土いじ
りの楽しさと親子のふれあいの大切さを体験してもらう、いも掘りイベントを開催します。 

と き  
 
 
 
と こ ろ  
 
対 象  
 
集合時間 
集合場所 
内 容  
 
 
 
参 加 費  
募集人数 

１０月２８日（土） 
午前９時～午後１時 
※雨天の場合は、２９日（日）に延期
（午前７時に決定） 
自然生態園（食事）、自然生態園北東側
の畑（いも掘り） 
子ども（幼稚・保育園児～中学生）とそ
の保護者 
午前８時４５分 
自然生態園 
いも掘りと、いも料理（ふかしいも、い
も粥等を予定していますが、一部は有
料）を食べたり、コンテスト等のイベン
トを行ったりします。 
１人３００円（子ども、大人とも） 
２００人 

いわくら塾の「子ども大学」で楽しく遊び学びませんか！ 

親子イキイキいも掘り大会  ～実りの秋を満喫してみませんか！～ 

▲
 

▲
 
▲
 
▲
 ▲
 ▲
 

▲
 ▲
 

　いわくら塾は、第３次岩倉市総合計画の市
民自らが取り組むまちづくり計画「市民地域
づくりプラン」の実現を目指して活動してい
る団体です。 
　その活動の一環として「子ども大学」を開
催しており、今年度の参加者を追加募集しま
す。 

対 象  
参 加 費  
 
募 集 人 数  
講 師  
主 催  
後 援  
申込・問合先 

市内の小学生と中学生 
１人３００円（保険料）と
各講座の実費が必要です。 
２０人 
いわくら塾の会員など 
いわくら塾 
岩倉市、岩倉市教育委員会 
福冨（☎３７―２５３２）
または、各学校の担任の先
生 

▲
 ▲
 
▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 

締め切り 
 
持 ち 物  
 
申込方法 
 
 
 
そ の 他  
 
 
 
主 催  
後 援  
問 合 先  

１０月１３日（金） 
※定員になりしだい締め切ります。 
軍手、スコップ（小型）、タオル、水筒
等 
市役所１階情報サロンまたは、各児童館
等に申し込み用紙が置いてありますので、
必要事項を記入のうえ、申し込んでくだ
さい。 
１０月２６日（木）午前９時～（小雨決
行）にいものつる切りを行います。お手
伝いいただける人は申し込み用紙にご記
入ください。 
いわくら塾 
岩倉市、岩倉市教育委員会 
福冨（☎３７―２５３２） 

▲
 
▲
 
▲
 

▲
 

▲
 ▲
 ▲
 

６ 

回 とき ところ 内容 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１０／２１（土） １０：００～１２：００ ビックリ箱を 
つくろう！ 

曽野小学校 

１１／２５（土） ９：００～１５：００ 

愛・地球博記 
念公園に行こ 
う！～電車と 
リニモに乗っ 
て～ 

（社会見学） 
名古屋市　愛・ 
地球博記念公園 

２／２４（土） 
飛行機をつく 
って、飛ばそ 
う！　閉校式 

五条川小学校 

平成１９年 
１／２８（日） 

パンづくりに 
挑戦しよう！ 

第五児童館 

１２／２３（土） 

１０：００～１２：００ 

しめ縄づくり 
と餅つきを体 
験しよう！ 

岩倉南小学校 

※各回とも、参加費が実費必要です。 
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募集  

手続き 

  ●
全
国
自
然
歩
道
を
歩
こ

　
う
大
会
　
愛
知
県
大
会
 

  　
毎
年
、
１０
月
の
１
か
月
間
は
、

環
境
省
主
唱
に
よ
る
「
全
国
・

自
然
歩
道
を
歩
こ
う
月
間
」
で

す
。
 

　
愛
知
県
で
は
、
「
愛
知
県
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
」
と
共
催
で
、

「
第
２５
回
全
国
・
自
然
歩
道
を

歩
こ
う
大
会
　
愛
知
県
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１５
日
(日)
午
前
９

時
集
合
、
９
時
３０
分
瀬
戸
市
定

光
寺
公
園
出
発
、
午
後
２
時
３０

分
ご
ろ
中
水
野
駅
到
着
予
定
、

解
散
式
後
自
由
解
散
 

※
少
雨
決
行
 

▼
集
合
場
所
　
瀬
戸
市
定
光
寺

公
園
「
正
伝
池
」
南
側
の
広
場

（
Ｊ
Ｒ
定
光
寺
駅
か
ら
徒
歩
約

２０
分
）
 

▼
コ
ー
ス
　
東
海
自
然
歩
道
他

（
瀬
戸
市
内
約
１０
㌔
）
　
定
光

寺
公
園
〜
定
光
寺
〜
サ
ン
パ
レ

ア
瀬
戸
〜
森
林
交
流
館
〜
愛
知

環
状
鉄
道
線
中
水
野
駅
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
受
付
　
当
日
集
合
場
所
で
受

付
 

▼
そ
の
他
　
現
地
へ
の
交
通
費

は
自
己
負
担
。
昼
食
・
水
筒
・

雨
具
等
は
各
自
で
持
参
。
先
着

３
０
０
人
に
参
加
記
念
バ
ッ
ジ

を
進
呈
。
 

　
大
会
参
加
中
の
負
傷
に
つ
い

て
は
、
応
急
処
置
は
い
た
し
ま

す
が
、
そ
の
後
の
責
任
は
負
い

か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

※
万
一
の
場
合
の
た
め
に
健
康

保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
自

然
環
境
課
調
整
・
施
設
グ
ル
ー

プ
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―
６

２
２
７
）
 

        ●
母
子
家
庭
自
立
支
援
教

　
育
訓
練
給
付
金
事
業
 

  　
母
子
家
庭
の
自
立
の
促
進
を

図
る
た
め
、
就
職
に
役
立
つ
技

能
や
資
格
の
取
得
の
た
め
各
種

講
習
を
受
講
し
た
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
に
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。
 

▼
事
業
の
概
要
　
対
象
と
な
る

講
座
を
受
講
し
、
修
了
し
た
と

き
に
、
受
講
料
の
４
割
相
当

（
上
限
２０
万
円
、
下
限
８
千
円
）

を
支
給
し
ま
す
。
 

▼
手
続
の
方
法
　
講
座
等
を
受

講
さ
れ
る
前
に
必
ず
市
役
所
福

祉
課
で
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
 

　
支
給
申
請
の
手
続
き
に
は
申

請
書
の
ほ
か
に
、
指
定
教
育
訓

練
施
設
の
長
が
発
行
す
る
教
育

訓
練
修
了
証
明
書
と
受
講
者
が

支
払
っ
た
教
育
訓
練
費
に
つ
い

て
の
領
収
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
９
）
 

  ●
交
通
災
害
共
済
に
家
族

　
そ
ろ
っ
て
加
入
を
 

  　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が

交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ

た
場
合
に
、
事
故
の
程
度
に
応

じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る

制
度
で
す
。
 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人
 

▼
会
費
　
１
人
５
０
０
円
（
毎

年
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日

の
１
年
間
有
効
）
 

※
た
だ
し
、
９
月
３０
日
以
降
に

加
入
の
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場

合
は
、
１
人
３
０
０
円
で
す
。
 

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ

る
人
身
事
故
 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
１８

年
４
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
か
外
国
人
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人
で
、
７１
歳
以
上
ま
た

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
岩
倉
市
が
会
費
を
全
額
負

担
し
、
交
通
災
害
共
済
会
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で

け
が
や
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、

見
舞
金
請
求
書
な
ど
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▼
見
舞
金
の
請
求
方
法
　
見
舞

金
請
求
書
（
組
合
指
定
用
紙
）

に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
 

★
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）
 

★
診
断
書
（
組
合
指
定
用
紙
）

ま
た
は
、
保
険
会
社
が
医
療
機

関
か
ら
取
り
寄
せ
た
診
断
書

（
コ
ピ
ー
可
、
入
院
期
間
、
通

院
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
 

★
死
亡
診
断
書
ま
た
は
、
死
体

検
案
書
 

★
口
座
振
替
申
請
書
（
市
指
定

用
紙
）
 

★
会
員
証
兼
領
収
書
 

※
な
お
、
請
求
す
る
と
き
に
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
請
求
期
間
　
交
通
事
故
に
あ

っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
２
年
を
過
ぎ

て
か
ら
の
請
求
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

        ●
１
万
人
卓
球
岩
倉
大
会

　
参
加
者
 

  ▼
と
き
　
１１
月
５
日
(日)
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
体

育
館
 

▼
種
目
　
男
女
別
個
人
戦
（
小

学
生
、
中
学
生
の
各
部
門
）
 

▼
試
合
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
申
し
込

み
人
数
に
よ
っ
て
は
、
試
合
方

法
に
変
更
が
あ
り
ま
す
）
 

▼
参
加
資
格
　
県
内
在
住
・
在

学
の
小
・
中
学
生
 

▼
参
加
費
　
岩
倉
卓
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
…
無
料
、
団
員
外

…
２
０
０
円
 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
２１
日
(土)
 

▼
主
催
　
愛
知
県
卓
球
協
会
 

▼
申
込
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
卓
球
協
会
長
谷
川

（
☎
３
７
―
６
２
０
５
）
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  ●
児
童
館
パ
ー
ト
職
員
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
児
童
館
の
パ

ー
ト
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
６５
歳
ま
で
の
健

康
な
人
で
、
保
育
士
、
幼
稚
園

教
諭
、
小
・
中
・
高
・
養
護
学

校
教
員
等
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
人
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児

童
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
０
）

ま
た
は
、
第
一
児
童
館
（
☎
３

８
―
１
１
０
６
）
 

  ●
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

　
開
発
校
訓
練
生
 

  　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
は
、
国
が
設
置
し
、
愛
知
県

が
運
営
し
て
い
る
障
害
者
の
た

め
の
職
業
訓
練
施
設
で
、
障
害

者
の
能
力
に
適
応
す
る
訓
練
科

目
に
よ
っ
て
、
基
礎
知
識
と
技

能
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
就
職

や
自
立
を
促
進
し
、
生
活
の
安

定
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
平
成
１９
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
★
普
通
課
程
…

高
校
卒
業
（
平
成
１９
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
人
を
含
み
ま
す
）

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
人
。
 

★
短
期
課
程
…
義
務
教
育
修
了

（
平
成
１９
年
３
月
修
了
見
込
み

の
人
を
含
み
ま
す
）
ま
た
は
、

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人
　
 

※
い
ず
れ
も
障
害
が
固
定
し
て

お
り
、
訓
練
と
集
団
生
活
が
可

能
な
人
。
 

▼
応
募
方
法
　
入
校
願
書
、
健

康
診
断
書
を
犬
山
公
共
職
業
安

定
所
を
経
由
し
、
愛
知
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

※
詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い
て

は
、
福
祉
課
に
備
え
て
あ
る
募

集
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
〒
４
４
１
―
１

２
３
１
宝
飯
郡
一
宮
町
大
字
一

宮
字
上
新
切
３３
―
１４
☎
０
５
３

３
―
９
３
―
２
１
０
２
　
０
５

３
３
―
９
３
―
６
５
５
４
）
 

  ●
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
参
加
者
 

  　
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で
退

職
し
、
将
来
的
に
再
就
職
を
希

望
す
る
人
は
、
再
就
職
の
準
備

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
！
　
参
加
費
用

無
料
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１９
日
(木)
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ

ン
タ
ー
「
フ
ロ
イ
デ
」
（
〒
４

８
４
―
０
０
８
６
　
犬
山
市
松

本
町
４
―
２
１
☎
０
５
６
８
―

６
１
―
１
０
０
０
）
 

▼
内
容
　
 

★
講
義
「
再
就
職
の
ポ
イ
ン
ト

〜
万
全
の
準
備
で「
売
れ
る
」自

分
を
つ
く
ろ
う
〜
」
講
師
　
伴

由
紀
子
さ
ん
（
伴
人
事
労
務
研

究
所
代
表
）
 

★
講
義
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
」講
師
　
森
眞
江
さ
ん（
ア

ル
ト
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
代
表
）
 

★
再
就
職
者
体
験
発
表
 

★
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事

業
等
の
説
明
・
相
談
 

★
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
相
談
 

▼
対
象
者
　
妊
娠
、
出
産
、
育

児
ま
た
は
介
護
等
で
退
職
し
、

再
就
職
を
希
望
す
る
人
 

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）
 

▼
主
催
　
(財) 

２１
世
紀
職
業
財
団

愛
知
事
務
所
 

▼
共
催
　
犬
山
市
・
あ
い
ち
マ

ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
 

▼
託
児
　
１
歳
以
上
で
小
学
校

就
学
前
の
子
、
費
用
無
料
 

▼
申
込
先
　
(財) 

２１
世
紀
職
業
財

団
　
愛
知
事
務
所
（
☎
０
５

２
―
５
８
６
―
７
２
２
２
　
０

５
２
―
５
８
６
―
７
２
２
５

（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
託

児
希
望
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
） 

　今回の制度改正では、要支援、要介護状態になる恐れのある高
齢者や６５歳以上の元気な高齢者を対象に、要介護状態等になる
ことを予防するための事業として「地域支援事業」が創設されて
います。 
　また、「介護予防より以前の予防」として、高齢期を迎えても、
要支援や要介護状態にならずに、いきいきとした暮らしを続ける
ために、自ら率先して健康づくり活動やボランティア、就労等の
「生きがい」づくりが必要とされています。 
　シルバー人材センターでは、長年培った経験と知識を活かしな
がら仲間づくりや生きがい増進のため、働く高齢者を募集してい
ます。 
シルバー人材センター会員となるには 
　入会の条件　原則６０歳以上で、健康で働く意欲のある人 
　入会の手続き　事務局（ふれあいセンター１階）にお越しいた

だき、入会説明会を受け、理事会で承認されれ
ば登録完了です。 

　仕事の内容　 
・技能を必要とする仕事…樹木の剪定・ペンキ塗り・簡単な大工
　など 
・事務の仕事…一般事務・賞状書き・宛名書きなど 
・管理の仕事…施設管理・駐車場管理など 
・外交の仕事…チラシの配布など 
・軽作業の仕事…屋内外の清掃・除草など 
・福祉・家事援助の仕事…掃除・洗濯・留守番・買物など 
　申　込　先　シルバー人材センター（ふれあいセンター内 
　　　　　　　　☎６６―２２２３） 
　問　合　先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１） 

介護保険制度改正のポイント「介護予防より以前の予防」 

▲
 ▲
 

▲
 

▲
 
▲
 

ば
ん 

ゆ
　
き
　
こ 

も
り 

ま
さ
え 

シルバー人材センター会員募集 
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講座  
教室  

相 談 
その他 

        ●
禁
煙
教
室
・
禁
煙
講
演
会
 

  　
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と
は
思

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か

き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
く
て
や

め
ら
れ
な
い
…
そ
ん
な
あ
な
た

に
ぴ
っ
た
り
の
教
室
で
す
。
 

　
ま
た
、
「
禁
煙
に
関
心
は
あ

る
け
れ
ど
…
」
「
家
族
に
禁
煙

を
す
す
め
た
い
」
と
い
う
人
は

講
演
会
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
 

禁
煙
教
室
（
３
か
月
コ
ー
ス
）
 

▼
対
象
　
禁
煙
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
 

▼
と
き
　
禁
煙
講
演
会
…
１０
月

２９
日
(日)
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
 

※
講
演
会
の
あ
と
、
禁
煙
日
を

設
定
し
、
面
接
・
電
話
等
で
約

３
か
月
間
、
保
健
師
が
個
別
に

禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
禁
煙
講
演
会
、
タ
バ

コ
検
査
（
呼
気
中
一
酸
化
炭
素

濃
度
チ
ェ
ッ
ク
、
尿
中
ニ
コ
チ

ェ
ッ
ク
）
、
個
別
指
導
 

禁
煙
講
演
会
 

▼
テ
ー
マ
　
「
こ
れ
で
あ
な
た

も
禁
煙
で
き
る
！
　
〜
リ
セ
ッ

ト
禁
煙
の
す
す
め
〜
」
 

▼
対
象
　
禁
煙
に
関
心
の
あ
る

人
 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
(日)
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
講
師
　
磯
村
毅
さ
ん
（
リ
セ

ッ
ト
禁
煙
研
究
会
予
防
医
学
研

究
所
医
師
）
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
救
急
法
講
習
会
 

　
〜
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
あ
な

　
た
も
で
き
る
救
急
手
当
て
〜
 

  　
心
臓
が
停
止
し
た
場
合
の
応

急
手
当
と
し
て
、
心
臓
に
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
て
心
臓
の
リ
ズ
ム

を
正
常
な
状
態
に
戻
す
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と

い
う
機
器
を
一
般
の
人
も
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
江
南
保
健
所
で
は
次
の
と
お

り
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
(火)
午
後
１

時
３０
分
〜
５
時
 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
市
民
健
康
館

さ
ら
・
さ
く
ら
交
流
ホ
ー
ル

（
犬
山
市
大
字
前
原
字
橋
爪
山
） 

▼
内
容
　
人
形
を
用
い
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
実
技
指
導
 

▼
講
師
　
犬
山
市
消
防
署
職
員
、

江
南
保
健
所
医
師
、
保
健
師
 

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
１０
日
(火)
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
総
務
企
画
課
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
）
 

  ●
高
齢
者
福
祉
講
座
 

　「
ス
ト
ッ
プ  

ザ  

ぼ
け
」 

  　
現
在
、
認
知
症
と
言
わ
れ
て

い
る
人
は
、
約
２
０
０
万
人
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
私
た
ち
が
認
知
症
に
な
ら
な

い
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
？
　
専
門
家
に
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
当
日
、
要
約
筆
記
を
行
い
ま

す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２８
日
(土)
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
講
師
　
長
谷
川
嘉
哉
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ザ
イ
タ
ッ
ク
代
表
） 

▼
定
員
　
５０
人
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
、
締
め
切
り
ま
す
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５

　
３
８
―
０
０
３
９
）
 

        　
１０
月
１
日
(日)
〜
７
日
(土)
 

●
全
国
道
路
標
識
週
間
 

  　
道
路
標
識
は
、
道
路
を
安
全

で
快
適
に
迷
わ
ず
利
用
す
る
た

め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

「
道
し
る
べ
」
で
す
。 

　
国
・
県
・
市
町
村
で
は
、
こ

の
期
間
、
道
路
標
識
の
点
検
や

見
直
し
を
行
い
ま
す
。
 

　
道
路
標
識
を
一
層
利
用
し
や

す
い
も
の
に
す
る
た
め
、
ア
イ

デ
ア
お
よ
び
お
気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

▼
連
絡
・
問
合
先
　
愛
知
県
建

設
部
道
路
維
持
課
（
☎
０
５
２

―
９
６
１
―
２
１
１
１
）
、

一
宮
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課

（
☎
０
５
８
６
―
７
２
―
１
４

１
１
）
ま
た
は
、
土
木
課
維
持

管
理
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
） 

わかります　暮らしと社会の　未来地図 

平成１８年１０月２０日現在で 
　　　 　　社会生活基本調査を実施します 
 
　全国から抽出された約８万世帯を対象に、１日の
生活時間の配分やインターネットの利用、学習・研
究、ボランティア活動、スポーツ、趣味・娯楽、な
どの生活行動について調査します。 
　その調査結果は、国民生活の向上を図る各種行政
施策を立案する際の基礎資料となります。 
 
調査の対象となる世帯には、統計調査員が
伺い調査票の記入をお願いしますので、よ
ろしくご協力ください。 

　問合先　愛知県県民生活部統計課人口・労働力統
　計グループ（☎０５２－９５４－６１００） 

▲
 

い
そ
む
ら
た
け
し 

は
せ
が
わ

 

よ
し  

や 
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　公共施設に設置した募金箱等に、大勢の皆様から温かい気
持ちをお寄せいただきました。 
　また、今回は市内の大型店舗ならびに金融機関におきまし
ても募金箱の設置等ご協力をいただきました。 
　ご協力いただきました皆様に、心からお礼を申し上げます。 
　なお、皆様からお預かりした義援金は、次のとおり日本赤
十字社へ送らせていただきました。 
　義援金額　１２０，９００円（長野県、宮崎県、鹿児島県
の日本赤十字社各支部へ４０，３００円を送金しました。） 
 
　協力店舗ならびに金融機関（順不同、敬称省略） 
ユニー岩倉店　ユーストア八剱店　カネスエ八剱店　いちい
信用金庫愛北営業部、同岩倉支店、同岩倉本町支店　愛知銀
行岩倉支店　愛知北農協岩倉支店　岐阜銀行岩倉支店　十六
銀行岩倉支店　中京銀行岩倉支店　名古屋銀行岩倉支店 
　問合先　福祉課（☎３８―５８０９） 

平成１８年梅雨前線による大雨被害（長野県、宮崎県、 
鹿児島県）に伴う義援金のお礼 

▼
 

▼
 

  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

        　
献
血
は
、
１６
歳
か
ら
６９
歳

（
た
だ
し
、
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま

で
の
人
は
、
６０
歳
か
ら
６４
歳
の

間
に
献
血
し
た
こ
と
の
あ
る
人

の
み
）
の
人
に
で
き
る
身
近
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
 

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
(月)
 

▼
と
こ
ろ
　
ユ
ニ
ー
㈱
岩
倉
店
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
 

  ●
猫
の
適
切
な
飼
い
方
・
え

　
さ
や
り
の
仕
方
に
つ
い
て
 

  猫
の
飼
い
主
の
人
へ
 

　
猫
は
犬
と
違
い
、
「
つ
な
い

で
飼
う
」
こ
と
が
今
の
と
こ
ろ

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
の
た
め
、
自
由
に
外
出
さ
 

せ
て
い
る
人
が
見
ら
れ
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
外
に
出
す
と
①
他

人
の
家
に
侵
入
し
、
荒
ら
す

（
花
壇
を
掘
り
返
す
、
糞
尿
を

す
る
、
台
所
に
入
る
）
②
ゴ
ミ

捨
て
場
で
ゴ
ミ
を
あ
さ
る
こ
と

に
よ
り
、
環
境
衛
生
が
悪
化
す

る
③
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て

い
な
い
場
合
、
年
３
回
も
子
猫

が
産
ま
れ
て
し
ま
う
（
産
ま
せ

て
し
ま
う
）
等
に
よ
り
、
地
域

の
大
き
な
環
境
問
題
や
、
子
猫

の
飼
い
主
探
し
な
ど
大
き
な
問

題
に
直
面
し
ま
す
。
 

　
猫
に
と
っ
て
も
交
通
事
故
の

危
険
性
、
他
の
猫
と
の
ケ
ン
カ

な
ど
に
よ
る
伝
性
病
（
猫
エ
イ

ズ
等
）
の
感
染
に
よ
る
寿
命
の

短
縮
や
ノ
ミ
・
ダ
ニ
な
ど
好
ま

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
ぜ
ひ
、
ケ
ー
ジ
飼
い
を
行
う

か
、
室
内
の
み
で
飼
育
し
、
発

情
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
不
幸
な

命
を
生
ま
せ
な
い
た
め
に
避

妊
・
去
勢
を
行
い
家
族
の
一
員

と
し
て
一
生
涯
大
切
に
飼
育
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
え
さ
や

り
を
し
て
い
る
人
へ
 

　
え
さ
や
り
を
行
う
に
は
責
任

あ
る
行
動
が
重
要
で
す
。
 

★
え
さ
や
り
と
同
時
に
、
の
ら

猫
を
い
っ
た
ん
保
護
し
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
元
の
場

所
に
帰
す
。
 

★
帰
す
際
は
、
そ
の
地
域
の
人

に
「
不
妊
手
術
を
し
て
あ
る
の

で
、
次
世
代
は
生
ま
れ
な
い
こ

と
」
「
地
域
で
生
き
る
猫
は
５

〜
６
年
程
度
し
か
生
き
ら
れ
な

い
の
で
順
次
少
な
く
な
っ
て
い

く
こ
と
」
「
糞
尿
の
始
末
も
行

い
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
努
力

す
る
」
な
ど
説
明
し
、
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

★
え
さ
や
り
に
際
し
て
は
、
そ

の
場
所
に
え
さ
が
あ
る
こ
と
が

知
れ
渡
る
と
、
猫
を
捨
て
て
い

く
人
が
出
る
の
で
、
な
る
べ
く

人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
な
場

所
を
選
ぶ
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

　
排
泄
物
に
つ
い
て
も
「
ね
こ

ト
イ
レ
」
を
餌
場
の
周
囲
に
用

意
し
、
近
隣
住
民
の
敷
地
内
で

排
泄
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
ト

イ
レ
は
定
期
的
に
必
ず
清
掃
し
、

周
囲
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い

よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

　
の
ら
猫
の
問
題
の
根
本
は
、

猫
を
捨
て
て
い
く
人
間
で
あ
り
、

こ
れ
は
重
要
な
犯
罪
で
す
。
 

　
捨
て
ら
れ
た
猫
は
、
必
死
に

生
き
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で

猫
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
捨
て
ら
れ
た

哀
れ
な
猫
を
、
自
分
の
飼
い
猫

で
も
な
い
の
に
、
保
護
し
、
自

腹
を
切
っ
て
手
術
を
行
い
、
え

さ
を
与
え
、
ふ
ん
の
始
末
を
し

て
い
る
人
も
お
ら
れ
る
こ
と
も

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
動
物
を

捨
て
る
こ
と
は
絶
対
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
動
物
保
護

管
理
セ
ン
タ
ー
尾
張
支
所
（
☎

０
５
８
６
―
７
８
―
２
５
９

５
）
ま
た
は
、
環
境
保
全
課
環

境
啓
発
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

８
）
 

  ●
空
き
巣
・
忍
び
込
み
に

　
ご
用
心
！
 

  　
最
近
、
住
宅
を
狙
っ
た
空
き

巣
被
害
や
、
忍
び
込
み
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
本
年
８
月

ま
で
の
間
に
、
空
き
巣
が
５８
件
、

忍
び
込
み
が
１６
件
発
生
し
て
お

り
、
主
な
手
口
と
し
て
、
ガ
ラ

ス
破
り
が
約
６０
％
、
無
施
錠
が

約
３０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

　
市
内
の
忍
び
込
み
被
害
は
、

愛
知
県
内
で
多
発
し
て
い
る
地

域
に
該
当
し
て
い
ま
す
。
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　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消

費生活のために不用品データバンクをご活用ください。 

　物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。 

登録物品（９月１１日現在） 

　あげます（無償）　ポータブルトイレ、電子ピアノ、コ

ンビラック、自転車（女児用） 

　求めます　　　　　子ども用布団、ベビーカー、電子ピ

アノ・キーボード、チャイルドシー

ト、ベビーベッド 

※登録物品は岩倉市ホームページ 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/でも確認できます。 

　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２） 

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

外
出
時
や
就
寝
前
に
は
必
ず
施

錠
の
確
認
を
し
て
、
貴
重
品
は

寝
室
へ
持
っ
て
い
く
な
ど
、
ご

家
族
の
皆
さ
ん
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
） 

  ●
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

　
り
県
民
運
動
 

  　
愛
知
県
で
は
、
全
国
地
域
安

全
運
動
と
連
動
し
て
秋
の
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
 

　
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
住
宅
な
ど
を
狙
っ
た
侵
入

盗
や
ひ
っ
た
く
り
被
害
を
防
止

し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。
 

▼
期
間
　
１０
月
１１
日
(水)
〜
２０
日

(金)
 

▼
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
犯
罪

に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃
さ
な

い
」
 

▼
活
動
の
重
点
　
 

・
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止
 

・
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯

罪
の
防
止
 

・
街
頭
に
お
け
る
ひ
っ
た
く
り
、

性
犯
罪
被
害
防
止
 

・
暴
力
追
放
運
動
の
推
進
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
） 

  ●
警
察
相
談
 

  　
警
察
相
談
で
は
、
犯
罪
な
ど

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
相

談
や
、
暮
ら
し
の
安
全
と
平
穏

に
関
す
る
相
談
な
ど
に
応
じ
て

い
ま
す
。
 

　
愛
知
県
警
で
は
、
警
察
相
談

の
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
と
す

べ
て
の
警
察
署
に
「
住
民
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
警
察
の
担
当

者
が
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
 

　
あ
な
た
の
身
に
な
っ
て
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
な
っ
て
問
題

解
決
を
図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
専

門
の
相
談
機
関
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
 

　
相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
警
察
に
相
談
し
た
い
と
き
は
、

警
察
本
部
・
住
民
コ
ー
ナ
ー
ま

た
は
、
お
近
く
の
警
察
署
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
係
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
電
話
で
の
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

警
察
本
部
警
察
相
談
専
用
電
話
 

＃
９
１
１
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
み
。
な
お
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電

話
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）
 

ま
た
は
、
☎
０
５
２
―
９
５
３

―
９
１
１
０
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

江
南
警
察
署
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
 

☎
５
６
―
０
１
１
０
内
線
２
２

７
 

▼
開
設
時
間
　
月
〜
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）
 

　
な
お
、
愛
知
県
警
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
警
察
相
談
な
ど
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

★
愛
知
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/p
o
lic
e
/

 

  ●
被
害
者
相
談
窓
口
 

  　
警
察
で
は
各
種
の
犯
罪
被
害

相
談
窓
口
を
設
け
、
被
害
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
 

　
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
・
友
人
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
 

被
害
者
相
談
窓
口
 

▼
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン
 

☎
０
５
２
―
９
５
４
―
８
８
９
７
 

★
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

★
相
談
内
容
　
犯
罪
被
害
者
の

た
め
の
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
 

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

☎
０
１
２
０
―
６
７
―
７
８
３
０
 

★
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
午
後
５
時
 

★
相
談
内
容
　
性
犯
罪
被
害
 

▼
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
 

☎
０
５
２
―
５
６
１
―
０
１
８
４
 

★
受
付
時
間
　
毎
日
２４
時
間
 

★
相
談
内
容
　
列
車
内
の
ち
か

ん
被
害
相
談
 

▼
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
被
害
少
年
相
談
電
話
）
 

☎
０
１
２
０
―
７
８
―
６
７
７
０
 

★
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４

時
 

★
相
談
内
容
　
犯
罪
・
い
じ
め

等
の
被
害
に
関
す
る
相
談
 

▼
ス
ト
ー
カ
ー
１
１
０
番
 

☎
０
５
２
―
９
６
１
―
０
８
８
８
 

★
受
付
時
間
　
毎
日
２４
時
間
 

★
相
談
内
容
　
ス
ト
ー
カ
ー
被

害
に
関
す
る
相
談
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
警
察
本
部

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
犯
罪
被
害
者

対
策
室
（
☎
０
５
２
―
９
５
１

―
１
６
１
１
内
線
２
９
３
５
）

ま
た
は
、
江
南
警
察
署
住
民
サ

ー
ビ
ス
係
（
☎
５
６
―
０
１
１

０
内
線
２
２
７
）
 

★不用品データバンク★ 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

  
１０
月
１６ 
（月）
〜
２２
日
（日）
 

●
秋
の
行
政
相
談
週
間
 

  　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法

人
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き

し
て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
「
行
政

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
１０
月
１６
日
（月）
か
ら
２２

日
（日）
ま
で
「
行
政
相
談
週
間
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

岩
倉
市
の
行
政
相
談
　
 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
第
２
金

曜
日
に
行
政
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
１０
月
の
行
政
相
談
は
、

秋
の
行
政
相
談
週
間
の
一
環
と

し
て
、
日
に
ち
を
変
更
し
、
時

間
を
延
長
し
て
行
い
ま
す
。
 

　
年
金
、
保
険
、
税
金
、
登
記
、

環
境
衛
生
、
消
費
者
保
護
、
交

通
安
全
、
道
路
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意

見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２０
日
（金）
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談

室
 

▼
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
 

行
政
相
談
委
員
　
 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
 

　
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
 

★
丹
羽
喜
代
之
さ
ん
（
☎
６
６

―
１
７
８
０
）
 

★
塩
谷
光
代
さ
ん
（
☎
６
６
―

０
７
９
３
）
 

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設
 

　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価

局
は
、
次
の
と
お
り
「
一
日
合

同
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
、

年
金
、
税
金
、
登
記
等
の
行
政

相
談
を
は
じ
め
、
相
続
・
離
婚

な
ど
の
法
律
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
（火）
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
２１
「
銀

河
の
広
場
」
（
名
古
屋
市
中
区

栄
）
 

▼
一
日
相
談
所
長
　
池
山
文
さ

ん
（
「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
―
Ｆ
Ｍ
」
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）
 

▼
問
合
先
　
中
部
管
区
行
政
評

価
局
（
☎
０
５
２
―
９
７
２
―

７
４
１
５
）
 

　
な
お
、
次
の
と
こ
ろ
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

▼
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所

（
名
古
屋
市
中
区
錦
３
―
２
３

―
３
１
栄
町
ビ
ル
９
階
☎
０
５

２
―
９
６
１
―
４
５
２
２
）
 

※
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
。
 

▼
行
政
苦
情
１
１
０
番
 

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

首
席
行
政
相
談
官
室
（
名
古
屋

市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１
名

古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
☎
０

５
２
―
９
６
２
―
１
１
０
０
）
 

  ●
教
育
相
談
 

 　
 

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
―
１
）
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

★
蘇
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
 

　
野
生
復
帰
か
ら
地
域
再
生
へ
 

 　
　
　
　
　
菊
地
　
直
樹
　
著
 

　
　
　
　
　
　
分
類
　
生
き
物
 

        　
日
本
の
空
に
「
里
の
鳥
」
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
ふ
た
た
び
舞
っ

た
！
　
放
鳥
か
ら
１
年
、
人
び

と
の
「
語
り
」
に
蘇
る
里
の
暮

ら
し
に
学
び
、
自
然
と
人
間
の

新
た
な
関
わ
り
を
創
り
直
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
人

と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
共
存
の
あ
り

方
を
示
す
。
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
な
ま
え
は
な
あ
に
　
 

　
　
　
か
さ
い
ま
り
　
文
・
絵
 

★
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
う
ん
ど
う
か
い
 

　
　
　
　
　
あ
だ
ち
な
み
　
絵
 

　
　
あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
　
文
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

　岩倉市内の名所旧跡を巡る１周約６ｋｍ（２時間）のコースを設
定しました。各ポイントでスタンプを押しながら楽しく歩いていた
だきます。１３か所のスタンプ印のある人には、お楽しみ抽選券付
き完歩証をお渡しします。※ただし、午後零時３０分までにゴール
しないと完歩証はありません。 
　と　　き　１０月２２日（日） 
　　　　　　受付…午前９時～１０時３０分 
　　　　　　スタート…午前９時３０分 
　と こ ろ　受付・スタート・ゴールはお祭り広場内 
　参 加 料　大人５００円、中学生以下３００円 
　　　　　　※参加費として、参加費相当の金券（当日会場内で使

用）をお渡しします。 
　申込方法　当日受付でお願いします。ただし、団体等で事前に参

加人数がお分かりになれば準備の都合上あらかじめお
知らせください。 

　そ の 他　ゴール地点のお祭り広場では、「模擬四九の市」など
も開催します。 

　問 合 先　岩倉市まちづくり推進協議会事務局 
　　　　　　商工農政課（☎３８－５８１２） 
　　　　　　E-Mail : gyousei@city.iwakura.aichi.jp

岩倉ウォークラリーを実施します 

▲
 

▲
 ▲
 

▲
 

▲
 
▲
 

に
　
わ  

き
　
よ 

ゆ
き 

し
お
た
に
み
つ 

よ 

い
け
や
ま
ふ
み 

や
ま 

だ 

か
ず
ゆ
き 
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　予防接種法施行令の一部改正により、平成１８年６月
２日から麻しんおよび風しんの予防接種の対象者等の変
更がありました。 
　平成１８年３月３１日以前に麻しん、風しん予防接種
が済んでいる人も第２期（幼稚園、保育園の年長児にあ
たる人）の麻しん風しん混合ワクチン接種の対象者にな
りました。ただし、麻しんか風しんにかかった人は、混
合ワクチン接種ではなく、かかっていない人の単抗原ワ
クチン接種をすることになります。 
　なお、接種期間は平成１８年１０月１日から平成１９
年３月３１日です。対象者には個別に通知をします。詳
しくは、保健センターへお問い合わせください。 
　問合先　保健センター（☎３７―３５１１） 

麻しん風しん混合予防接種第２期について 

▲
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

 　
 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気

兼
ね
な
く
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
公
民
館
 

▼
相
談
料
　
無
料
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
書

等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
―
３
６
２
０

―
７
６
５
４
）
 

  ●
子
育
て
相
談
 

 　
 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
育
て
で
、
心
配
な
こ
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
人
に

話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
問
合
先
　

表
の
と
お
り
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっ
ていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩を
いただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１０月１日（日）・１５日（日）午後１時～３時 
　 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
１０月２日（月）・１６日（月）午後１時～３時３０分 
■税務相談 
１０月５日（木）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
１０月６日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１０月１０日（火）・２５日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前
９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先
着順、電話可）。 
■登記相談 
１０月１１日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
１０月１２日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１０月１３日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１０月２０日（金）午前１０時～午後３時 
■総合福祉相談 
１０月２０日（金） 
★身体障害者相談　午後１時～４時 
★戦没者遺族相談　午後１時～４時 
■年金相談 
１０月２３日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一
人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経
験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お
気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替
休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

▲
 

▲
 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura  International  Exchange  Society) 
１．Oct（Sun）．１５．Oct（Sun）１３：００～１５：００ 

Consulta  em  Prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao  Internacional  de  Iwakura) 
１．Out（Dom） １５．Out（Dom）Das１３：００～１５：００hs

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎ 
３８－３９１１ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 
毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

大市場町順喜１１ 
☎ 
３８－２３８７ 
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▲ピースフォーラム 

 
幸
田
桂
一
・
昭
子
さ
ん
の
長
男
良

佑
く
ん
（
３
歳
）
、
二
男
駿
佑
く
ん

（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
頑
張
り
屋
の
良
君
。
４
月
か
ら
の

幼
稚
園
、
小
さ
い
な
が
ら
努
力
し
て

い
る
ね
。
 

　
甘
え
ん
坊
の
駿
君
。
お
兄
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
、
い
つ
も
ヨ
チ
ヨ
チ
後
を

く
っ
つ
い
て
い
る
ね
。
 

　
ふ
た
り
の
元
気
な
姿
を
見
る
事
が

で
き
て
パ
パ
も
マ
マ
も
と
っ
て
も
幸

せ
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
も
兄
弟
仲
良
く

大
き
く
な
っ
て
ね
。
 

良
佑
く
ん
（右） 

り
ょ
う
す
け 

し
ゅ
ん
す
け 

駿
佑
く
ん
（左） 

こ
う  

だ  

け
い 

い
ち 

あ
き 

こ 

平
和
派
遣
団
に
参
加
し
て
 

　
８
月
９
日
、
岩
倉
中
学
校
と
南
部
中
学

校
の
１２
人
の
生
徒
が
、
岩
倉
市
中
学
生
平

和
祈
念
派
遣
団
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
か
ら
持
ち
寄
っ
た
千
羽
鶴
と
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
千
羽
鶴
、
合
計
２
万

８
千
羽
を
持
ち
、
長
崎
の
平
和
公
園
で
行

わ
れ
た
平
和
祈
念
式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。
 　

前
日
に

は
、
長
崎

市
の
高
校

生
が
中
心

と
な
っ
て

「
ピ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開

か
れ
、
長

崎
県
内
外

か
ら
多
く

の
児
童
・

生
徒
が
参
加
し
、
被
爆
体
験
講
話
を
聞
い

た
り
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
一
緒

に
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
を
交
換
し

た
り
し
ま
し
た
。
２
日
間
の
日
程
の
中
で
、

生
徒
た
ち
は
多
く
の
も
の
を
直
接
見
て
、

現
地
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

　
８
月
１１
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
報
告

会
で
は
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が
「
長
崎
で

自
分
た
ち
が
感
じ
た
こ
と
を
自
分
た
ち
の

言
葉
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
を
す
る
責
任

が
自
分
た
ち
に
は
あ
る
」
と
力
強
く
述
べ

て
い
ま
し
た
。
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中
島
太
朗
・
貴
美
子
さ
ん
の
長
女

瑠
南
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
、
長
男
大
智

く
ん
（
１０
か
月
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
は
ず
か
し
が
り
や
で
人
一
倍
や
さ

し
い
る
な
ち
ゃ
ん
♡
　
こ
れ
か
ら
も

そ
の
や
さ
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
て
く

だ
さ
い
ね
。
 

　
パ
パ
は
だ
い
く
ん
の
や
さ
し
い
笑

顔
に
い
つ
も
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

　
い
つ
で
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
家
族

で
い
よ
う
ね
。
 

瑠
南
ち
ゃ
ん
（右） 

る
　 

な 

大
智
く
ん
（左） 

だ
い
　
ち 

地震対策は万全でしょうか？　―生き残った後の命をつなぐために―

な
か 

し
ま
　
た  

ろ
う 

き
　
み
　
こ 

●あいち防災リーダー　　宮 田 智 子  
み や 　  た 　  さ と 　  こ  

　地震の備えに挙げられるのが、非常持出袋と備蓄品の

用意です。 

★非常持出袋の中身は、ラジオ、水、食料、医薬品、ホ

イッスル、貴重品、懐中電灯などです。リュックサック

等の肩にかける袋に入れておきましょう。避難する際、

両手を自由に使えるようにしないといけないためです。 

　重すぎる場合は、重い缶詰の代わりに軽い乾燥食品で

もいいでしょう、水の一部は家に保管するなど工夫して

みてください。 

　各自一個のリュックサックを用意し、それぞれ持ち出

しやすい場所に保管してください。玄関先や車のトラン

クに分散して保管するのもいいでしょう。 

★備蓄品は 

　飲料水、毛布、ビニールシート、卓上コンロ、食料、

使い捨てカイロ、新聞紙、ポリタンク、乳児や高齢者の

あるご家庭はミルクや紙オムツも忘れてはならないもの

です。各ご家庭で考えていただきたいと思います。 

　非常持出袋、備蓄品は、必ず定期的に点検し古いもの

は新しいものに交換してください。交換した年、月、日

をマジックで記載しておくとわかりやすいと思います。 

生活用水の備蓄は大丈夫でしょうか？ 

　飲料水とは別に洗面やトイレに必要です。生活用水や

消火用水は浴槽や洗濯機にためておくと良いでしょう。 

　阪神・淡路大震災の時は、布製ガムテープや、キッチ

ン用ラップが役立ったと言われています。 
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本
校
は
、
平
成
１７
・
１８
年
度
の
２
年
間
に
わ

た
り
、
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
と
岩
倉
市

教
育
委
員
会
よ
り
研
究
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
研
究
主
題
を
「
自
分
を
見
つ
め
、
人
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
す
る
生
徒
の
育
成
」
と
設
定
し
、

全
領
域
を
通
し
て
の
人
間
性
・
社
会
性
の
追
求

に
主
眼
を
置
き
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
具
体
的
に
は
、
「
理
念
の
育
成
」
と
「
実
践

力
の
育
成
」
と
い
っ
た
二
つ
の
観
点
を
も
と
に
、

道
徳
の
時
間
、
特
別
活
動
・
総
合
的
な
学
習
の

時
間
、
教
科
の
時
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
を
通

し
て
、
次
の
三
点
の
場
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
 

                     　
１１
月
１４
日
に
は
、
本
校
で
発
表
会
を
も
ち
、

研
究
成
果
の
一
端
を
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

岩倉中学校 

「自分を見つめ、人との関わりを大切にする生徒の育成」

 〈
実
際
の
取
り
組
み
〉
 

 　
道
徳
の
時
間
を
中
心
に
、
理
念
を
広
げ
、
深

め
る
場
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
「
個
性

尊
重
」
「
生
命
尊
重
」
「
思
い
や
り
」
な
ど
、

人
間
性
・
社
会
性
の
育
成
に
関
連
の
深
い
項
目

を
重
点
項
目
と
し
、
集
中
的
に
実
践
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
授
業
と
し
て
は
、
学
年
集
会
型
や

保
護
者
参
加
型
、
外
部
講
師
を
招
い
て
の
授
業

形
態
な
ど
、
ま
た
、
討
論
方
式
や
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
展
開
な
ど
を
工
夫

し
、
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 　
教
科
の
時
間
で
は
、
「
自
分
を
見
つ
め
る
活

動
」
と
「
人
と
関
わ
る
活
動
」
を
重
視
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
授
業
展
開
の
中
に
工
夫
を
し

て
、
取
り
入
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
場
の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
命
の
教
育
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
見
つ
め
る
機
会
と
し
て
、

講
師
を
招
き
、
講
演
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
震
災
の
被
災
者
の
方
に
講
師
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
人
権
を
テ
ー
マ

に
、
障
害
者
を
家
族
に
も
つ
方
か
ら
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
講
演
会
に
関
連
し
た
内
容
で
、
事

前
、
事
後
に
、
道
徳
の
時
間
で
、
自
分
の
生
き

方
に
つ
い
て
見
つ
め
る
場
を
設
け
、
「
命
」

「
生
き
方
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
保
健
の
授
業
で
行
う
「
生
命
誕
生
の

し
く
み
」
と
も
関
連
を
も
た
せ
、
よ
り
考
え
を

深
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
効

果
的
に
理
念
と
体
験
を
結
ぶ
場
の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
 

▲人権についての講演会 

理
念
の
育
成
 

理
念
を
広
げ
、
深
め
る
場
 

理
念
と
体
験
を
結
ぶ
場
 

体
験
を
通
し
て
学
ぶ
場
 

実
践
力
の
育
成
 

▼授業の様子 



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　９月３日、救急医療週間に伴い、緊急業務および消
防業務等に対する正しい理解と認識を深めていただく
ために、市民の皆さんに消防庁舎を開放しました。 
　この日は、親子連れなど７２１人の市民の皆さんが
訪れ、はしご車の試乗やAED（自動体外式除細動器）
の使い方の指導を受けたほか、今年の６月から新築の
住宅に設置が義務付けられた火災報知機の展示などが
行われました。 
　放水体験コーナーで、憧れの消防服に身を包み、消
防士の指導で放水体験をした子どもは、「重くて大変
だった」と、貴重な体験を笑顔で話していました。 

　８月２２日、２３日に老人憩の家で、老人クラ
ブ連合会作品展が開かれました。 
　この作品展は、会員の皆さんが長年にわたって
培ってきた経験や技能を生かして制作した作品を
展示することにより、老後の生きがいを感じると
ともに会員相互の親睦を図ることを目的としてい
ます。 
　陶芸や書画、写真など１０４点が展示されたこ
の作品展の中には、プロ顔負けの力作もあり、訪
れた皆さんも１つ１つ念入りに見つめていました。 

プロも顔負け！？ 
～老人クラブ連合会作品展～ 

　９月３日、総合体育文化センター多目的ホール
で、第６回ジュニアオーケストラ定期演奏会が開
かれました。 
　演奏には卒団したＯＢ・ＯＧ９人も参加し、吉住
典洋さんの指揮で、ハイドンの交響曲９４番「驚
愕」のほか、チャイコフスキーの「スラブ行進曲」
ビゼーの「アルルの女」といった難曲にもチャレ
ンジ。３４０人の観客から大きな拍手が送られて
いました。 

成長の証し 
～第6回ジュニアオーケストラ定期演奏会～ 

初めての放水体験 
～消防署開放～ 

のりひろ  

よしずみ  

がく  

きょう 
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ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,588人（－7人） 
            男性／24,236人（－48人） 
            女性／24,352人（＋41人） 
         世帯数／19,893世帯（－19世帯） 
        （９月１日現在、（　）内は前月１日現在との比較） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119
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★基本健康診査　★住民検診 

　休日急病診療（永吉昭一　なかよしこどもクリニック） 

★基本健康診査　★住民検診 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

体育の日 
　休日急病診療（植田豊一　岩倉眼科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★離乳食教室　★基本健康診査　★住民検診 
分別収集／八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日／中本町･東町･中野町･鈴井町 

★基本健康診査　★住民検診　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日／下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診　はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
健康相談（ふれあいセンター） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 
野菜の広場／岩倉駅地下道 
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第 8 回  
山内一豊・千代 紀行山内一豊・千代 紀行

「長浜城主・山内一豊」 
　「別棟の濡れ縁まできたとき、ぐらっと身体が沈んだ。同時
に身のまわりで大音響がきこえ、やがて柱が折れ、建物がすー
と向こうへ泳いだ。瞬間、城が裂けた。千代は失神したがすぐ
気がついた。身体が動かなかった。屋根が千代の身体を埋めて
いる。激震はつづいている」 

司馬遼太郎「功名が辻」より 
　天正１３年（１５８５）１１月２９日、長浜を大地震が襲い、
城内の御殿が倒壊、一人娘のよね姫は棟木が落下し、その下敷
となり押しつぶされて短い生涯を終えた。一豊夫妻の悲嘆は大
きかった。 
　これより少し前、同年８月に秀吉は、山内一豊に湖北におい
て２万石を与え、秀吉、柴田勝豊に次いで３代目の長浜城主と
した。一豊は城持ちになった、一国一城の領主になる夫婦とし
て紡いだ夢は半分だけ実現できた。でもその後に起こる悲劇と
試練を伴って。 
　湖北には、一豊と千代の足跡は多い。千代は坂田郡飯村（現
米原市）の若宮友興の娘（郡上八幡遠藤家説もあり）であり、
一豊の母法秀院は宇賀野で隠棲している。 
　「姫伊吹」からの日の出に一日が始まり、湖面の山並みに日
が沈むと一日が終わる長浜。一豊と千代を偲んでみた。 

　　　　　　　　　岩倉市文化財保護委員会委員長　中山春義 
なか やま はる よし 

いんせい う　が　の ほうしゅういん 

ひめ  い ぶき 

わかみやともおき 

しば　た かつとよ 

しの 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 

　休日急病診療（伊藤乙彦　伊藤外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

▲長浜城（写真:滋賀県長浜市提供） 


